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要旨 

 本報告書は、2021 年度に他国や国際機関が実施しているフォーサイトの取組から、現状把

握や今後の活動に参考となる示唆を得るとともに、国内外の幅広いコミュニティ形成やネットワ

ーク構築の一助とすることを目的として実施された国際セミナーの記録及び取りまとめ結果であ

る。科学技術における政策や社会との関係性、フォーサイト手法の現状を把握するために、二

つのテーマを設定し、セミナーを開催した。テーマ A では新型コロナウィルス感染症流行のよう

なワイルドカード（不確実な将来の機会や脅威）の扱いや政策立案への影響、テーマ B では、

外挿だけでは見えない未来を描くための共創（多様なステークホルダー参加）や創造性（想像

力やストーリーテリング等）を活用する上の課題等の紹介があった。6 名の発表者より、フォーサ

イト活動において、将来に対する複数のイメージを持つ、より多くのステークホルダーを巻き込

み、政府との関係構築や結果を政策に提供するパスをあらかじめ設計しておく重要性等が指

摘された。また、市民の参加も今後は重要であるが、目的に沿った方法論の検討、時間制約

のある中での議論方法の検討、情報過多にならない適切な情報の提供・活用方法の検討が

必要である。この他、分析ツールの活用、及び、共創と創造性を活かしたワークショップ設計、

フォーサイト研究に関する教育、世界的ネットワークの必要性といったことが指摘された。 

 

Foresight's global trends - impacts of COVID-19 and future activities - 
Center for S&T Foresight and Indicators, National Institute of Science and Technology Policy 
(NISTEP), MEXT 
ABSTRACT 
This report provides suggestions for understanding the current situation and future activities 
from Foresight's efforts carried out by other countries and international organizations, that 
helps to build a wide range of communities in Japan and overseas and to build Foresight 
networks. In Theme A, the treatment of wildcards (uncertain future opportunities and threats) 
such as the epidemic of the new coronavirus infection and its impact on policy making, In 
Theme B, issues related to co-creation (participation of various stakeholders) and creativity 
(imagination, storytelling, etc.) for drawing a future that cannot be seen by extrapolation alone 
were explained. As a result, from the six international speakers, in Foresight activities, involve 
more stakeholders with multiple images of the future, build relationships with the government, 
and design a path to provide the results to the policy in advance was pointed out. In addition, 
the participation of citizens will be important in the future, and we will consider methodologies 
according to the purpose, discussion methods within time constraints, and appropriate 
information provision and utilization methods that will not cause information overload. For 
Foresight design, the use of analytical tools, workshop design utilizing co-creation and 
creativity, education on foresight research, and the need for a global network were pointed out 
for future activities. 
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概要 
１．目的 
現在、フォーサイト 1は世界各国・機関で幅広く実施されている。それぞれの目的や対象

等にあわせて様々な手法が適宜組み合わされて適用され、その結果は政策形成プロセスに
組み込まれるようになっている。科学技術・学術政策研究所では科学技術予測調査を実施し
ているが、政策立案への貢献、社会・経済的視点の取り入れ、データ活用等について、常に
最新の知見を取り込む必要がある。そこで、他国や国際機関の取組から示唆を得るとともに、
国内外の幅広いコミュニティ形成やネットワーク構築の一助とすることを目的として、本
調査を実施した。 
 
 
２．方法 
フォーサイト専門家によるセミナーをオンラインにて開催し、フォーサイトの検討プロ

セスや手法、政策との関係性などについて情報や知見を収集するとともに意見交換を行っ
た。本調査では、科学技術における政策や社会との関係性、フォーサイト手法について最新
の情報を把握することを目的として、二つのテーマを設定した。 

 
○テーマ A：コロナ禍がフォーサイトに与えた影響 
新型コロナウィルス感染症（COVID-19）流行のようなワイルドカード（不確実な将来の

機会や脅威）の扱いやフォーサイトの政策立案への貢献など、今後のフォーサイト活動の方
向性への示唆が期待されることから本テーマを設定した。 
 
○テーマ B：フォーサイトにおける共創と創造性 
外挿だけでは見えない未来を描くための共創（多様なステークホルダー参加）や創造性

（想像力やストーリーテリング等）を活用する上の課題等への示唆が期待されることから
本テーマを設定した。 

 
上記テーマの検討に資する事例として、第 1 回は、政策検討に資するフォーサイトを実

施している世界最大規模のグループを持つロシアと、アフリカにおけるフォーサイトのハ
ブを目指しているエジプト、第 2 回は、APEC（Asia Pacific Economic Cooperation）のフ
レームで長年フォーサイトを実施しているタイと、地域を主体としたフォーサイトを実施
している中国の上海、第 3 回は参加型プロセスを重視しているヨーロッパの 2 事例の全 6
講演を設定した。概要を図表 1 に示す。なお、講演者の選定や講演の実施は、ロシアのウク
ライナ侵攻前であったことを明記されておく。 

 
1 未来を予見し、デルファイアンケート、シナリオ作成、ワークショップなど複数の手法を組
み合わせ、目指すべき社会の姿を描き、その実現に貢献する科学技術や社会システム等を抽出
する試み。 
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図表 1 セミナーの概要 
開催回／開催日 概要 

第 1 回セミナー 
2021 年 12 月 9 日
（木）16:00～18:00 

［テーマ］コロナ禍がフォーサイトに与えた影響 
 講演 1：HSE における科学技術フォーサイト：方法論と実践
（Dr. Alexander Sokolov, HSE, Russia） 

 講演 2：COVID-19 以降のエジプト、その機会と課題 
（Dr. Mohamed Ramadan A. Rezk, ASRT, Egypt） 

第 2 回セミナー 
2021 年 12 月 16 日
（木）15:00～17:00 

［テーマ］コロナ禍がフォーサイトに与えた影響 
 講演 1：タイ及び APEC におけるフォーサイト活動 
（Dr. Surachai Sathitkunarat, NXPO, Thailand） 

 講演 2：上海における技術フォーサイトの研究と実践 
（Dr. Zhuang Jun, SISS, China） 

第 3 回セミナー 
2022 年 1 月 20 日
（木）16:30～18:30 

［テーマ］フォーサイトにおける共創と創造性 
 講演 1：フォーサイト活動における共創〜欧州フォーサイト
における多様なアプローチ〜（Prof. Dr. Kerstin Cuhls, FhG-
ISI, Germany） 

 講演 2：未来を理解し共に形作るための参加型未来予測の事
例（Ms. Tanja Schindler, Futurist, Germany） 

 
セミナーの参加登録は約 120 名で、その内訳は、民間企業 19%、大学 32%、国立研究開

発法人 9%、行政機関 10%、個人 2%、海外 20%、その他 9%(兼任含む)であった 2。 
 
 
３．講演概要 
3-1. ロシアにおけるフォーサイト 
ロシア・国立研究大学高等経済学院（HSE）からは、国家戦略のための科学技術フォーサ

イトに関して、ビッグデータ分析、定量的分析、専門家の意見・結果の検証などの紹介がな
された。 

フォーサイト活動の特徴 
 科学技術フォーサイトは、国家安全保障戦略、社会経済開発戦略、科学技術戦略の背景

となっており、これに基づいて優先度の高い科学技術分野と重要技術が特定される。 
 HSE のフォーサイトは、さまざまな目的に対応した活動を行う、アプリケーション駆

動型である。グローバルトレンド等を把握した上で科学技術発展に関するシナリオを

 
2 セミナーはオンラインで開催したため、セミナーごとの参加登録ではなく、１回から３回の
全体について参加登録を行った。 



iii 

作成する。続いて市場、製品・サービス、新技術、新研究分野などから優先事項を特定
し、ロードマップを作成する。 

 500 万以上の文書を含み、非構造化データ処理ツールを備えた分析システム iFORA
（Intelligent Foresight Analytics System）を整備している。人工知能を用いて、主要ト
レンド、主要市場、必要な教育とスキルの特定、ベンチマーキング、政策分析等が可能
となっている。 

フォーサイト活動の現在 
 ［トレンド分析］ 

主要なトレンドを特定した上で、そのドライバーと障害を明確化する。続いて
STEEPV3分析を行い、ロシアにとっての機会と課題を特定する。続いて、トレンドに
したがってタイムラインを作成し、将来の重要イベントを特定する。これらを踏まえ、
市場の潜在可能性を評価するとともに、iFORA を用いて技術の経済的影響、各領域の
キープレーヤーなどの情報を得る。また、ワイルドカード分析も実施する。 

 ［スキル需要予測］ 
将来のスキル需要予測を重視している。トレンドや市場変化を踏まえて労働市場へ

の影響を分析し、将来的なスキルの必要性を分析する。 
 ［科学技術の優先順位付けとロードマップ作成］ 

フォーサイト結果やモニタリング情報（科学技術情報、社会・経済的課題）を基に重
要技術を特定し、そのロードマップを作成する。作成に当たっては、主要市場→主要製
品→必要な特性の特定→必要な技術の特定、と検討を進める。 

 ［科学技術のフロンティア分析］ 
iFORA を利用し、2020 年に最も急速に発展した分野を特定した。 

 ［人的資本プロジェクト］ 
トレンド、雇用とスキル、技術変革などの研究を実施しており、教育プログラムへの

提言も行っている。この大きなプロジェクトの中にフォーサイトが含まれ、COVID-19
パンデミックが社会の発展に与える影響に焦点を当てて検討している。 

 ［デジタル経済］ 
デジタル経済に関する多くの新しい研究を行っており、最も急速に発展している高

度技術の特定を行っている。各分野からのデジタル技術の需要も評価した。 

フォーサイト活動の今後 
 HSE は AI 研究センターを立ち上げた。ロシアで大規模なコンペティションが行われ、

HSE を含む 6 機関が多額の資金を得た。このプロジェクトの中で科学技術活動におけ

 
3 社会（Social）、技術（Technological）、経済（Economic）、環境（Environmental）、政治（Political）、
人々の価値観の変化（Values）の 6 つの視点を行き来して、物事を複数の側面から把握する手法
のこと。 
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る自動分析サービスを開発する予定である。 
 ロシア政府から 10 年間の開発プログラム助成金を獲得した。このプログラムの下で多

くの戦略的プロジェクトを開始する。さらなる方法論開発、教育コース開発、フォーサ
イト研究を計画している。 

 
 
3-2. エジプトにおけるフォーサイト 
エジプト・科学研究・技術アカデミー（ASRT）からは、COVID-19 後のエジプトの将来

に関する研究、特に輸送、ICT、産業、教育、科学研究をテーマに、デルファイ法、シナリ
オライティング、フューチャーホイール法等を手法として取り入れている紹介があった。 

フォーサイト活動の歴史 
 エジプトでは、1970 年代半ばから包括的なレベルで未来研究を行うイニシアチブが開

始された。1970～1980 年代には、FAO(国際連合食糧農業機関)、OECD(経済協力開発
機構）、Third World Forum などによるフォーサイトが実施された。 

 1996 年から 1997 年にかけて、「エジプト 2020」プロジェクトが立ち上げられ、エジプ
トのフォーサイトに新たな転機が訪れた。首相直属の未来研究センターが設立され、
2004 年から 2020 年の間に、エジプト科学技術イノベーション展望研究所（ASRT-
ESTIO)、未来研究・リスク管理評議会など、多くの新しい組織が生まれた。 

 ASRT-ESTIO は、政策立案者や意思決定者に科学的支援を提供することを目的として
いる。様々な機関の専門家から構成され、評議会と協力する責任を担っている。 

フォーサイト活動の現在 
 現在、コロナ禍後を見据えてエネルギー、水、交通、ICT、産業、教育、高等教育、科

学研究などでイニシアチブが開始されている。例えば、エネルギーに関しては、ナイル
大学、NISTEP 及び MIGHT（マレーシア）との共同でフォーサイトを実施した。デル
ファイ法とシナリオライティング手法を用いて、二つのシナリオを作成、高等教育・科
学研究大臣、電力省、首相に提出した。水に関しては、専門家 30 名による検討によっ
てシナリオ（最善/最悪など）を作成した。 

 フォーサイト実施に当たってのエジプトの課題は、人材、文化、研究資金、協力関係な
どの不足である。専門家が少なく、学位やカリキュラムもない。 

 エジプトにおける COVID-19 パンデミックの影響としては、経済的影響（海外投資や
企業収益減、オンライン取引増、デジタルインフラ整備）、科学技術への影響（医学、
薬学、医療、公衆衛生、健康、情報技術への投資増）、社会的影響（不十分な医療シス
テム、対人業務や共同研究の中断）が見られた。これを踏まえ、ASRT は、ポストコロ
ナ世界の科学研究の優先順位の明確化を行い、高等教育・科学研究省は優先事項に関す
るロードマップを作成した。 

 ASRT は、輸送、ICT、産業、高等教育などさまざまな分野で、COVID-19 後のエジプ
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トの未来像の策定に関する一連の研究を開始した。約 400 名の専門家が参加し、デル
ファイ法、シナリオライティング法、フューチャーホイール法等を適用して検討を行っ
ている。例えば、グリーン交通シナリオ、教育の未来、第 4 次産業革命等に関する様々
なシナリオを作成している。 

フォーサイト活動の今後 
 エジプトでは 7、8 年前には誰もフォーサイトについて話していなかったが、今は大統

領から支援を受けるまでになった。高等教育・科学研究大臣や ASRT 会長からの支援
もある。エジプトでは政策決定の文化が変わりつつあり、フォーサイト研究が発展して
いくだろう。 

 
 
3-3. タイ及び APECにおけるフォーサイト 
タイでは、APEC 技術予測センター（APEC CTF）が APEC を対象として長年フォーサ

イトを実施している。また近年は、国家⾼等教育科学研究イノベーション政策審議会事務
局（NXPO）がタイ国内をターゲットとしたフォーサイトを実施している。ポスト COVID-
19 フォーサイトについて NXPO が検討している事例や、COVID-19 収束後に取るべき政
策立案に資することを目的に実施してまとめた、政策審議会に提示した中略戦略について
説明があった。スキャニング、シナリオライティング、インタビュー、STEEPV 分析が主な
手法である。 

タイのフォーサイト活動の現在 
 ［ポストコロナに関するフォーサイト］ 

NXPO は、COVID-19 後の政策⽴案に向けて、シナリオライティングによるフ
ォーサイトを実施した。文献調査、有識者パネル、STEEPV 分析を基に 4 つのシナ
リオ（COVID-19 流行状況軸×経済状況軸）を作成した。シナリオでは、公衆衛⽣
的・社会的・経済的・教育的側面の検討を行った。シナリオに基づき、5 つの中核
戦略を設定した。 

 ［サーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイト］ 
2 年ほど前からプロジェクトを実施している。政府ばかりでなく他の組織に対しても、

新しい持続可能なエンジンとして、また経済モデルとして、BCG（バイオ／サーキュ
ラー／グリーン・エコノミー）モデルを提唱し、タイ政府は、BCG モデルを国のアジ
ェンダとして来年に向けた取組を検討中である。コンセプトモデル（Value Hill）に沿
って、付加価値を循環させる。⾃発的な基準、規制案、需要側／供給側のインセンティ
ブなどが実現にむけた課題として挙がっている。 

APEC のフォーサイト活動の現在 
タイのプロジェクトを APEC にも提案した。タイ政府の⾃⼰資⾦によるプログラムで、
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チリ、インドネシア、チャイニーズ・タイペイ（台湾）等が共同スポンサーになっている。
目的は、技術ロードマップ作成、グローバルマーケットの探索、APEC メンバー間の協力
体制の検討である。APEC 政策パートナーシップともつながっている。2022 年の APEC サ
ミットでワークショップを実施する予定であり、パートナー国からの提案があれば、政策勧
告を APEC 閣僚会議等の会合で提案できる。 
 
 
3-4. 中国におけるフォーサイト 

中国では、近年地域をターゲットとした技術フォーサイトが大都市ごとに実施されてい
る。今回は、上海市科学学研究所（SISS）から 2035 年のグローバルなイノベーション都市
のビジョン策定、ミッション指向型技術フォーサイトを実施した内容について説明があっ
た。俯瞰的フォーサイト、キーテクノロジーの体系的分析が主な調査内容である。 

フォーサイト活動の歴史 
 上海市科学学研究所（SISS）は、テクノロジー・フォーサイトを 2001 年から 20 年ほ

ど実施している。都市レベルでフォーサイトを実施する目的は、地元の社会・経済への
貢献、賢明かつ合理的な投資の支援、科学技術イノベーションのガバナンス、フォーサ
イト環境の醸成、である。 

 テクノロジー・フォーサイトは、5 年サイクルのスキームで実施している。ビジョン（15
年後の上海）構築、技術水準評価、中核となるキーテクノロジーの優先順位付けを行う。
次に、政府に主要プロジェクトを提案し、受け入れられるとロードマップを作成する。
主要プロジェクト提案は、いくつかの技術を組み合わせてプロジェクトに仕立てたも
のである。5 年前のフォーサイトでは 16 件提案したが、上海第 13 次科学技術イノベー
ション 5 か年計画に挙げられたプロジェクトの約 9 割が、提案に関連していた。 

フォーサイト活動の現在 
 ［ビジョン］ 

上海の 2035 年ビジョン（エコシティ、イノベーション都市、人間中心都市）を達成
するためにどのような技術イノベーションが求められるか、ミッション指向型のフォ
ーサイトを実施した。まず、上海と他のグローバル都市との比較（技術トレンド、ビジ
ョン、将来動向）を実施し、科学技術進歩、マクロ環境変化、都市開発について、16 の
将来都市インサイトを得た。次に国別の技術水準評価を実施して上海の現状を把握し
た。 

 ［キーテクノロジー］ 
テクノロジー・フォーサイトとして、キーテクノロジーリストを作成した。まずイン

サイト分析により初期リストを作成、続いてトピックグループ（4 分野＋Ｘ分野（横断
領域））ごとにキーテクノロジーを選定し、デルファイ調査やグループディスカッショ
ン等により、それらの調査及び評価を行った。キーテクノロジーとして 426 の技術が
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識別された。 
 ［シナリオ］ 

426 のキーテクノロジーと 16 の将来都市インサイトを組み合わせ、4 モジュール（基
礎研究、地域イノベーション、スマートシティ、市民の幸福感向上）を形成し、これを
サポートする技術として、17 研究分野、54 応用分野、341 技術を特定した。これに基
づき、四つのシナリオ（各々3 シーンで構成）を作成した。これを踏まえて設定された
40 のミッションは、2035 年技術計画に取り込まれることになる。また、四つの長期的
科学技術開発目標も設定した。 

 ［マルチデータ抽出分析プラットフォーム］ 
科学関連レポートの分析に基づく技術用語抽出、論文分析に基づくホットエリア抽

出、グローバル都市別キーワード抽出、ウェブサイト情報のセグメンテーション分析に
よるホットワード抽出等を実施している。政府情報（政府レポート）、学術情報（論文
等）、生活情報（ソーシャルメディア）、メディア情報（伝統的メディア）、産業情報（web
上の証券情報、ベンチャーキャピタルニュース等）といった多次元の情報を収集・分析
するプラットフォームを用意し、ホットテクノロジーのランキングや変遷の追跡等を
実施している。 

 
 
3-5. 欧州におけるフォーサイト：フォーサイト活動における共創 
欧州では共創型フォーサイトが盛んに行われている。フラウンホーファー・システム・イ

ノベーション研究所（FhG-ISI）から、EU 全域またドイツでの関連事例を紹介頂いた。EU
から研究助成を受けたプロジェクトとして、持続可能な望ましい未来についてのビジョン
を策定し、将来の研究・イノベーション政策やテーマに係る提言を得ることを目的とした
CIMULACT（Citizen and Mutli-Actor Consultation on Horizon 2020）や、ポスト COVID-
19 時代に欧州社会に利益をもたらす研究・イノベーション政策の選択肢を明らかにするこ
とを目的とした Foresight on Demand After the new normal プロジェクトの事例、及びドイ
ツ政府のハイテク戦略における事例が紹介された。 

 
フォーサイトにおける共創とは 
 プロセスに人々を関与させ、プロセスを実施する側も学んでいくのがフォーサイトに

おける共創である。 
 欧州レベルではビジョン構築のためのフォーサイトが盛んであり、これは特に研究開

発、イノベーション分野で必要とされている。市民関与の必要性が高まっており、より
多くの人、より多くの視点を導入しようとしている。 

CIMULACT プロジェクト 
 EU の研究開発枠組み計画（FP9）「Horizon Europe」に欧州市⺠のアイディアをイン
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プットすることを⽬的として実施された。 
 第 1 ステップとして、全 EU 加盟国でアカデミア、産業、市⺠、学⽣などが参加する

ワークショップを実施し、新しい枠組み計画への需要・期待を議論した。続いて、出さ
れたアイディアをクラスタリングするワークショップを実施し、12 クラスター、26 社
会ニーズを特定した。 

 第 2 ステップとして、共創ワークショップを開催し、社会ニーズに基づくビジョンか
ら研究・イノベーションのアジェンダ設定を行った。展示会方式で事前情報（前ステッ
プの結果）を共有した上で、市民が作業し、48 研究課題とシナリオを作成した。 

 これを基に、全欧州カンファレンスにおいて専門家等が研究課題を精査し、複数のプロ
グラムを欧州委員会に提案した。 

ドイツのハイテク戦略における参加型プロセス 
 政策形成との関係で成功した事例として、ドイツのハイテク戦略にかかるビジョン形

成プロセスがある。 
 ハイテク戦略の 12 のミッションをクラスタリングし、地域参加型の共創ワークショッ

プを実施した。専⾨家も含めた市⺠参加ワークショップで議論を進め、その結果はハイ
テク戦略の検討の場に直接インプットされた。 

Foresight on Demand After the new normal 
 欧州の COVID-19 後のシナリオ、⼈類が迎える全く新しい世界について 2040 年を視

野に入れたプロジェクトで、クライアントである欧州委員会⾃体も参加者となって、共
創ワークショップを実施した。 

 メガトレンドや New signal の探索等のホライズン・スキャニング後、短期間でシナリ
オを作成する「シナリオスプリント」を実施した。インフルエンス・マトリックス等を
⽤いて経済的・政治的要因を明確化し、2040 年に向けて様々な前提を置いて検討を行
った。欧州委員会の部局関係者も参加し、共同で様々な代替案を議論した。続くワーク
ショップでは、政策形成に関わる様々なランクの関係者が参加し、将来につながる道筋
を検討した。 

 ワークショップ作業を通じて、4 本のシナリオが作成されたが、欧州委員会の求めに応
じ、よりポジティブなシナリオ 1 本が追加された。デルファイ調査で得られた情報は、
シナリオやストーリーに埋め込まれた。 

ファーサイト活動の今後 
 市⺠の関与への要求はますます⾼まっている。フォーサイトに有⽤な形で市⺠を参加

させるには困難を伴い、時間制約の解決や大量の情報の提供・活用方法等が鍵となる。
より多くのスポンサーやクライアントを直接関与させること、オープンでクリエイテ
ィブなワークショップを⾏うことが肝要である。異なるレンズを通して未来を見通す
プロセスに多くの人に関与してほしいと思う。 
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3-６.  欧州におけるフォーサイト：未来を理解し共に形作るための参加型未来予測 
欧州より研究助成を受けた研究プロジェクトとして、将来を探索するための手段として

のストーリー・ナラティブ作成を中心に据えた Stories from 2050 プロジェクトについて、
紹介があった。Clean Planet 2050 のビジョンの達成、及びそのための European Green Deal
の実施を支援するため、地球に住めなくなるとの前提で、ワークショップ、専門家パネル、
ストーリー、ナラティブといった手法を用いてラディカルなシナリオが作成された。 

Story from 2050 
 ストーリーは、将来を探求したり、様々な視点を導⼊したりするための⾮常に強⼒な⼿

段となる。本プロジェクトは、欧州グリーンディール戦略の長期ビジョンの開発支援、
及び、市⺠参加を通じたグリーンディール実施の支援を目的として実施された。様々な
アイディアを組み合わせて参加型で未来を形作るプロセスをとった。 

 ウィークシグナルや個人ベースの未来ストーリーをプラットフォーム上で共有するほ
か、共創プロセスにより未来ストーリーを新たに作成した。ストーリー作成のために、
三つの検討ストリームが設定された。一つ目のストリームは、ストーリーライン設計ワ
ークショップである。まず、キックオフワークショップでワークショップ参加者からの
インプットに基づきプラネット・ナラティブ（ある惑星に関する記述）が作成された。
次いで、ペルソナ設定やエンパシーマップを利用して当該惑星での未来の 1 日が描か
れた。二つ目のストリームでは、プラネット・ナラティブと個人のストーリーを統合さ
せ、プラットフォーム上で未来のイメージやそれに対する感情を共有した。三つ目のス
トリームでは、プラネット・ナラティブやスキャニング情報等を基に専門家による議論
を行った。ステークホルダーを特定してバックキャストの検討を行い、政策立案者や市
民がなすべきことを明らかにして、ヒーロー物語を作成した。 

 ［プラネット・ナラティブ］地球にはもはや住めず、それぞれ異なる惑星を訪れる設定
とした。惑星の特徴、資源、住民の価値観、システム（社会、技術、経済、環境、政治
等）等を設定し、最終的に、各惑星に関する長いナラティブを作成した。 

 ［ストーリーライン設計］プラネット・ナラティブを基に、登場人物を設定して、感情
移入してストーリーラインを作成した。 

 ［専門家の検討］プラネット・ナラティブを基に、地球の未来ビジョンの観点から専門
家が分析を行った。未来ビジョンを設定した上で、現在の課題、望ましい未来への経路、
最悪ケースの警告等を検討した。続いて、ステークホルダーのなすべきことやビジョン
実現のステップを検討し、ヒーロー物語を作成した。 

フューチャースペース 
 フォーサイト活動の能⼒開発を目的として、世界の知識を集めてトピックを探索して

いる。現在 80 か国以上、500 以上の都市に住む 1,100 以上の⼈が参加している。 
 フォーサイト⼿法を理解し、ナラティブをまとめ、共有していくことを⽬標としている。
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様々な国、⽂化の未来について考え、参加者の洞察をフォーサイトに取り込んでいく。 
 
４. 講演及び意見交換のまとめ 
全 3 回で 6 名の発表者を通じて、得られた知見や提案に基づき、考察した点を以下にま

とめる。 
○フォーサイトの意義 
- 世界的に、フォーサイト活動が爆発的に増えていて、技術的な可能性や新たなツールの

利用が拡大しつつある。また新たなアクターの参入や複数のコミュニティが生まれ、フ
ォーサイトの担い手・ネットワークが拡大している。 

- 将来に対する複数のイメージを持つことが重要である。例えば想定とは異なる社会が到
来したときに何をすべきか見えてくる。 

- 将来をつくっていくという視点が重要である。将来のイメージを作り、現在何をすべき
かを考える実践は、将来に対してのエンパワーメントにつながる。誰もがフォーサイト
のスキルを備え、将来を考えるべきである。 

 
○フォーサイトの手法に関して 
参加者 
- いろいろな形を設定し、様々なアクターを関与させることで共創が生まれ、アイディア

の多様性が増す。 
- アーティストやデザイナーなど、これまであまり参加していない分野も含め、様々な分

野とオープンにつながることが重要である。 
- 様々なステークホルダーとコミュニケーションをとりプロセスに乗ってもらうこと、関

心を喚起していくことが重要である。その際、議論における透明性やオープンネスの確
保が鍵となる。 

- OECD、EC、UNESCO など公的機関のネットワークや民間のネットワークが築かれつ
つあり、今後ネットワーク間の調整が求められよう。 

手法 
- AI 活用のビッグデータ分析ツールにより、将来予測の可能性は広がる。しかし、それの

みでなく、人間の感性・専門性も加え、高精度な分析につなげるべきである。 
- 共創・創造性を活かすアプローチとして、市民によるビジョン策定、社会ニーズに基づ

く研究プログラム提案、参加者自身のストーリー（ナラティブ）作成などがある。 
 
○政策や社会との関係 
政策へのインパクト 
- 政策決定者とのコミュニケーションを通じてニーズを把握し、プロセスに反映させる。 
- 政策決定者を初期段階から関与させる。 
社会からの参加 



xi 

- 様々な関係者を関与させることで、政策決定者にとって興味深い情報を得ることができ
る。インプット方法の工夫により、市民からもオリジナルな意見を得られる。 

- 社会からの参加を継続させるためには、インプットと共創の場としてプラットフォーム
構築が重要である。 

情報の伝え方 
- フォーサイト結果を市民に伝える会議やパブリックコメントを行う。 
- 政策決定者や市民がフォーサイト結果にアクセスできる環境を整える。 
- 政策決定者に対して、フォーサイトグループに入ってもらうように働きかける。 
- フォーサイト結果が政策的観点から何を意味するのか、政策決定者と共に解釈する。社

会におけるフォーサイトへの関心と認識を高め、様々な関係者にプロセスに加わっても
らう。 
 

○これからの取組 
- 将来何が起きうるかをできるだけ幅広に事前に推測し、緊急時の対策を考える能力を持

つことがフォーサイトの役割として非常に重要である。このためには、ホライズン・ス
キャニングによる、社会ニーズの把握、多量の情報を活用した先端技術の把握等が不確
定な未来の検討のための情報として重要である。 

- 科学技術のみならず、芸術、文化、美意識等の観点も組み合わせて、将来をデザインす
ることが大切である。 

 
フォーサイトは、世界で多くの国や機関が政策決定のツールとして活用しており、今回の

6 講演を通じてその事例が紹介された。いずれも目的や予算によって実施規模や方法が異な
るが、将来に対する複数のイメージを持つことの重要性が挙げられ、より多くのステークホ
ルダーを巻き込んで議論することが共通して必要とされた。そのため、フォーサイトの実施
に際しては主体者のみならず、政策決定者を含めて調査の詳細を決め、得られた結果を政策
議論に提供できるようなパスも予め設計しておくことが有用とされた。 
また市民の参加に関しては、今後もますます重要性が高まるとされ、共創と創造性を活か

したワークショップ設計や目的に沿った方法論の検討、時間制約のある中での議論方法の
検討、情報過多にならない適切な情報の提供・活用方法の検討などが必要とされた。 
さらに、フォーサイト活動を支える多種多様なデータは俯瞰的に収集・分析するツールの

高度化と活用、フォーサイトに関する教育、そして世界的フォーサイトネットワーク構築の
重要性が指摘された。 
また、日本が長年実施しているデルファイ調査に関して、講演者からは「技術予測には有

用なツールであり、継続して実施していることから実現時期や実現しなかった理由なども
測定でき、大変参考になる」という意見もあり、実際日本を参考にデルファイ調査を行って
いるという説明もあった。 
フォーサイトを通じて未来に関するデータを収集できることから、エビデンスベースの



xii 

施策検討には有効かつ必要な活動であり、また、フォーサイトに参加することで皆で未来を
創るということに関心が高まり、政府のみならず、研究機関などでも今後も活発に実施され
るであろう、という意見が共通して出された。 
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1. 目的 
 

フォーサイト活動は 1990 年代に欧州で本格化し、現在では世界各国や国際機関にお
いて盛んに取り組まれている。その活動は多様であり、それぞれの目的、対象、規模等
にあわせて、各種の手法が適宜組み合わされて適用されている。近年では、多様なステ
ークホルダーを交えて、未来について考え、今後なすべきことを議論することに加え、
そこから得られた示唆を施策や戦略の議論にいかに取り入れていくかが重点とされ、政
策形成プロセスの中にフォーサイトが組み込まれるようになってきた。 
日本では、科学技術庁（当時）による第 1 回技術予測調査が 1971 年に実施され、以

降４回の調査が行われた。第 5 回調査（1988 年）以降は科学技術・学術政策研究所
（NISTEP）が引き継ぎ、直近の第 11 回調査（2019 年）まで、社会背景を考慮し、各
回様々な手法を取り入れた科学技術予測調査を実施してきた。政策関係者への適切な情
報提供（時期、内容、提供方法等）と政策立案への貢献は、科学技術予測調査を実施す
るに当たっての本質的かつ継続的な課題であり続けている。また、今後フォーサイト活
動を進めていく上で重視すべきと考えられるアプローチ、例えば、社会的・経済的視点
の取り込みや定量データの活用などについては、最新の知見を取り入れて検討する必要
がある。特に、国際的な視点や地域の視点の取り入れについては、ワークショップや文
献調査などを試みているが、経験から得られた知見は限定的である。また、新型コロナ
ウィルス感染症の世界的大流行という想定外のイベント発生への対応については、これ
までの調査の中への組み込みは不十分である。 
そこで、これまで NISTEP では十分に取り組んでこなかったアプローチや課題に焦

点を当て、他国や国際機関のフォーサイトの取組から示唆を得るとともに、国内外の幅
広いコミュニティ形成やネットワーク構築の一助とすることを目的として、本調査を実
施した。 
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2. 方法 
 
コロナ禍による行動制限がある中で、他国及び国際機関でフォーサイトに取り組んで

いる専門家によるセミナーをオンラインにて開催した。発表者の組織で実施しているフ
ォーサイトに関する事例の紹介や、検討のプロセス、手法、政策との関係性などについ
て講演いただき、そこから情報や知見を収集するとともに意見交換を行った。セミナー
は３回シリーズとし、各回専門家２名から講演、その後意見交換（質疑応答を含む）を
行った。 

 
2.1. テーマ設定 

セミナー開催に当たり、NISTEP におけるフォーサイト活動の経験及び社会変化を踏
まえ、今後のフォーサイト活動に関する問題意識を以下のように整理した。 
 政策との関係性 
 政策策定との関係をどのように構築し、政策検討に貢献する活動とするか。 

 社会との関係性 
 科学技術と社会との関係性の深化にどのように対応するか。 
 多様なステークホルダーの関与をどのように設計するか。 

 手法 
 様々な手法をどのように発展させるか。 
 どのような意図で、どのような異なる手法をつなぎ、統合するか。 
 将来の機会と脅威の特定と対応、不確実性への対応、優先順位付けにどのように
取り組むか。 

 
本セミナーでは、上述の問題意識を踏まえ、二つのテーマを設定した。 

 テーマＡ（第１回、第２回）：コロナ禍がフォーサイトに与えた影響 
新型コロナウィルス感染症の大流行は、社会に大きな変化をもたらしている。こうし

たワイルドカード事象の発生を受けて、フォーサイト活動は何ができるのか、何をすべ
きなのか、改めて問い直す必要が生じている。NISTEP の科学技術予測調査は、将来の
社会変化を見通した検討を行ってきたが、世界規模の戦争や天変地異は起こらないこと
を前提としている。今回の講演及び意見交換を通じて、ワイルドカード事象、すなわち
不確実な将来の機会や脅威をどのように扱うのか、政策立案者からの要請に迅速にかつ
的確に応えるには何が必要か、政策立案に貢献するフォーサイトの条件は何か、フォー
サイト活動はどのように発展するのかなど、今後のフォーサイト活動の方向性への示唆
が期待される。 
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 テーマＢ（第３回）：フォーサイトにおける共創と創造性 
多様なステークホルダーを巻き込み参加型で未来をつくる＜共創＞と、想像力・イン

スピレーションを用いてナラティブ・、ストーリーテリング等を作成する＜創造性＞を
用いて、現在からの外挿だけでは見えない未来を描いていくことが今、求められている。 
新たな価値創造や複雑な社会的課題解決の解探索に向けて、マルチステークホルダー

による共創が必要である。多様なバックグラウンドを持つ者が、課題解決のために様々
な方法・アイディアを統合し、社会が進化する過程で科学技術がどのように埋め込まれ
るのかを議論するには、未来を想起させるための創造性が不可欠である。これらは、昨
今の科学技術イノベーション政策の方向性として注目される責任ある研究イノベーシ
ョンや予見的ガバナンス、科学技術イノベーションの民主化とも関連する。 
今回の講演及び意見交換を通じて、ステークホルダーの関与の在り方、専門的知見と

市民の意見とのバランス、共創や創造性を活用する上の課題等の示唆が期待される。 
 

2.2. 講演者の選定 

講演者の選定に当たっては、前述のテーマに関するプロジェクトの実施など、適任と
考えらえる経験を有している者であるとともに、世界の動向を知る観点から地域性を考
慮した。 

2021 年 6 月～11 月に検討・調整を行い、本セミナーでは、欧州、アフリカ、アジア
の活動を取り上げることとし、欧州、ロシア、エジプト、タイ、中国の専門家に講演を
依頼した。講演者の選定や講演の実施は、ロシアのウクライナ侵攻前であったことを明
記されておく。各国・地域の状況は以下のとおりである。 

 
 ロシア 

フォーサイトを実施している代表的機関として、国立研究大学高等経済学院（HSE: 
The National Research University Higher School of Economics）がある。HSE は、
世界最大とも言えるフォーサイトグループを抱え、様々な手法を取り入れて政策側
の求めに応じて活動している。各国・機関のフォーサイト専門家の招へい、国際会
議の定期的開催、専門誌発行など、世界のフォーサイトの情報が集約されている組
織である。近年は、定量データの分析・可視化を強化している。 

 
 エジプト 

フォーサイトを実施している代表的機関として、エジプト科学アカデミー（ASRT: 
Academy of Scientific Research and Technology）下のエジプト科学技術イノベーシ
ョン展望研究所（ESTIO: Egyptian Science, Technology and Innovation Observatory）
がある。エジプトは、アフリカ地域において自国でフォーサイトに取り組んでいる
数少ない国の一つであり、フォーサイト活動においてアフリカのハブとなることを
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目指している。国として大きな課題である水やエネルギーなどテーマを絞った活動
を主として行っている。 

 
 タイ 

アジア太平洋経済協力（APEC: Asia Pacific Economic Cooperation）技術予測セン
ター（APEC CTF: APEC Center for Technology Foresight）において、APEC のほ
か ASEAN を中心として国際的な活動を行っている。またセンターのメンバーによ
る、国家高等教育科学研究イノベーション政策審議会事務局（NXPO: Office of 
National Higher Education Science Research and Innovation Policy Council）にお
いて国のフォーサイトを実施している。このように国際的な活動を通じた経験と知
見を生かし、国内の活動を発展させている。 

 
 中国 

国レベルのフォーサイト活動のほか、地域での活動が活発である。代表的な例とし
て、北京市や上海市では科学学研究所（北京科学学研究中心（BJSS: Beijing Research 
Center for Science of Science）、上海市科学学研究所（SISS: Shanghai Institute for 
Science of Science））が設置され、その中でフォーサイト活動が実施されている。
国の機関あるいは市の機関間で会議参加など交流も行われている。 

 
 欧州 

欧州委員会の研究・イノベーション枠組みプログラムの下で様々なフォーサイト活
動が展開された。欧州では、長期展望を基にした政策策定の根拠となることを目的
とした戦略的フォーサイトを実施しており、市民を含む多様なステークホルダーの
参画は、活動の主要ポイントの一つとなっている。またドイツは、フラウンホーフ
ァー・システム・イノベーション研究所（FhG-ISI: Fraunhofer Institute for Systems 
and Innovation Research）などを中心に欧州のフォーサイト活動において主導的役
割を果たしてきた。 

 
以下、各回の概要を図表 2-1 に、発表者を図表 2-2 に、参加登録状況を図表 2-3 に示

す。 
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図表 2-1 セミナーの概要 

開催回／開催日 概要 

第 1 回セミナー 
2021 年 12 月 9 日（木） 
16:00～18:00 

［テーマ］コロナ禍がフォーサイトに与えた影響 
ロシア及びエジプトにおけるフォーサイトの取組を紹介。それに基
づき方法論、実践上の課題等について意見交換。 
 講演 1：HSE における科学技術フォーサイト：方法論と実践 
 講演 2：COVID-19 以降のエジプト、その機会と課題 

第 2 回セミナー 
2021年 12月 16日（木） 
15:00～17:00 

［テーマ］コロナ禍がフォーサイトに与えた影響 
ASEAN 地域及びタイ、並びに中国上海におけるフォーサイトの取
組を紹介。それに基づき方法論、実践上の課題等について意見交換。 
 講演 1：タイ及び APEC におけるフォーサイト活動 
 講演 2：上海における技術フォーサイトの研究と実践 

第 3 回セミナー 
2022 年 1 月 20 日（木） 
16:30～18:30 

［テーマ］フォーサイトにおける共創と創造性 
欧州のフォーサイトにおける共創と創造性を用いた取組を紹介。そ
れに基づき、共創や創造性の活用に向けた課題等について意見交
換。 
 講演１：フォーサイト活動における共創〜欧州フォーサイトに
おける多様なアプローチ〜 

 講演２：未来を理解し共に形作るための参加型未来予測の事例 

 
図表 2-2 発表者一覧 

開催回 氏名 所属 
第 1回 Dr. Alexander Sokolov 

 
Deputy Director, Institute for Statistical 
Studies and Economics of Knowledge 
(ISSEK) at Higher School of Economics 
(HSE）University 

Dr. Mohamed Ramadan 
A. Rezk 

Director, Egyptian Science, Technology and 
Innovation Observatory (ESTIO) at 
Academy of Scientific Research and 
Technology (ASRT) 

第 2回 Dr. Surachai 
Sathitkunarat 

Assistant to the President of the Office of 
National Higher Education, Science, 
Research and Innovation Policy Council 

Dr. Zhuang Jun Associate research fellow and Director, 
Industrial Innovation Research Office at 
Shanghai Institute for Science of Science 
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開催回 氏名 所属 
第 3回 Prof. Dr. Kerstin Cuhls Fraunhofer Institute for Systems and 

Innovation Research (Fraunhofer ISI), 
Germany 

Ms. Tanja Schindler Futurist, Germany 
 
 

 
図表 2-3  セミナー参加登録数と割合(全体) 

所属 登録者数 割合 
民間企業 23 19% 
大学 39 32% 
国立研究開発法人 11 9% 
行政機関 12 10% 
個人 2 2% 
海外 25 20% 
NISTEP 11 9% 
総計 123 100％ 

 
セミナーはオンラインで開催したため、セミナーごとの参加登録ではなく、１回か

ら３回の全体について参加登録を行った。 
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3. 講演概要 
 
3.1. 第 1 回セミナー 

3.1.1. ロシアにおけるフォーサイト 
 
演題：Science and Technology Foresight at HSE University: Methodologies and Practices 

Dr. Alexander Sokolov 
Dr. Sokolov は、ロシア国立研究大学高等経済学院（HSE）の教授であり、HSE 統計・

知識経済学研究所（ISSEK）の副所長を務めている。同博士は、ユネスコが HSE を拠
点と定めた未来学講座の責任者、HSE の論文誌「Foresight and STI Governance」の副
編集長、また、国際論文誌「Foresight」の国内編集者として活躍している。さらに、ロ
シア国内外で数十件の大規模なフォーサイト・プロジェクトを運営し、複数の書籍を含
む 200 以上の論考を執筆している。 
 
ISSEK の主な研究分野 

図表 3-1 HSE/ISSEK の研究分野 

 
 我々の主な研究分野は、科学技術、イノベーションおよびデジタル経済の統計的測

定のための高度な方法論とツールの開発である。また、持続可能な経済成長、社会
福祉、産業、地域、企業の競争力、そして何よりも科学技術の発展といった問題に
取り組んでいる。政策分析に関しては、科学、技術、イノベーション、そしてデジ
タル経済を研究対象としているが、この分野は急速に発展しており、我々としては、
統計学や測定ツールを開発し、この分野のさまざまな分析を行っている（図表 3-1）。 
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図表 3-2 HSE/ISSEK における優先度の高い研究分野 

 
 我々の研究の優先度が高いのは、測定、政策分析およびフォーサイトである（図表

3-2）。主に、R&D とイノベーション、人材、教育、科学技術イノベーション政策、
政策評価、政策開発、国家イノベーションシステム、ビジネスのためのイノベーシ
ョン戦略、フォーサイトと関連するあらゆる分野の将来研究に焦点を当てている。
国際的にも国内でも多くの学術論文を発表し、国内の出版物にも多く携わっている。
BRICS やユネスコ、OECD の国際報告書にも寄稿しており、国際機関の多くのワ
ーキンググループにも積極的に参加している。 

 
図表 3-3 HSE/ISSEK のアカデミック・ジャーナル 
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 我々は、「Foresight and STI Governance」というジャーナルを持っている。15 年ほ
ど前に始めた学術誌で、今では Scopus の Q1 と Q2 に 5 つの分野で掲載され、Web 
of Science にも収録されている（図表 3-3）。また、Springer-nature から 10 冊以上
の本を出版しており、来年はフォーサイトに関する本を数冊出版する予定である。
そのうちの 1 冊は南アフリカのフォーサイトについて、もう 1 冊は中国のフォーサ
イトについて、そしてもう 1 冊はパンデミックに関連したフォーサイトについてで
ある。 

 
研究インフラ整備：iFORA 

図表 3-4 iFORA（Intelligent Foresight Analytics System）の概要 

 
 

 我々の研究所では、将来の研究のための先進的なインフラを整備している。最も興
味深いのは、iFORA（Intelligent Foresight Analytics System）と呼ばれる分析シス
テムである。500 百万以上の文書が含まれており、英語、ロシア語、中国語、その
他多くの言語に対応している。このシステムのクライアントは、企業、公的機関、
大学、研究所などである。高度な人工知能ツールを用いて、科学技術に関連するさ
まざまな問題の分析を可能にするだけでなく、主要トレンドや主要市場を特定し、
経済的視点から求められる将来の教育スキルを特定することができる。我々は、さ
まざまな分野のベンチマークやリスク評価、予測、数値予測、政策分析ネットワー
ク、その他の手段を創り出している。 
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図表 3-5 検索条件乗算器（Multiplier of Search Conditions）の機能のイメージ 

 
 大量の非構造化データ処理に使用するのが、「検索条件の乗算器（Multiplier of 

Search Conditions）」と呼ばれる重要なツールである（図表 3-5 参照）。例えば、デ
ジタル技術（digital technologies）という言葉を与えると、このシステムは近い分
野を見つけ出すことができる。それは科学、技術や市場に関連するものかもしれな
い。このように、市場に関する技術を見ることで、専門家が重要な問題についてさ
らに分析し、議論するための非常に豊かな背景を得ることができる。 

 我々は、トレンド、弱いシグナル、ワイルドカード等に関するデータを保有し、ま
た、定量的な予測をするためのマクロ経済モデルも開発済である。 

 
フォーサイトの取組 

図表 3-6 HSE における科学技術フォーサイトに関連する取組 
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 我々はまた、科学技術フォーサイトに関連するさまざまな取り組みを行っている
（図表 3-6 参照）。OECD のフォーサイトコミュニティ（OECD Government 
Foresight Community）や EU のフレームワーク計画など、国際的イニシアチブに
全体として関わっている。また、NISTEP をはじめとする世界中のフォーサイト機
関のネットワークがあり、このネットワークを活性化させ、このネットワークの中
で共同活動を開始する予定である。また我々は、多くの外国のクライアントに対し
てコンサルティングを提供している。最近では、南アフリカ共和国に対して科学技
術フォーサイトを実施した。さらに、我々には国際フォーサイト諮問委員会
（International Advisory Board on Foresight）がある。また、UNIDO のテクノロ
ジー・フォーサイトセンターがあり、2021 年の 9 月には UNESCO の Chair on 
Future Studies がスタートした。 

 
図表 3-7 ロシアの国家戦略経計画立案における科学技術フォーサイトの役割 

 
 ロシア連邦では、科学技術フォーサイトはどのように組織化されているのか？科学

技術フォーサイトは、ロシア連邦にとって国家戦略計画立案の重要な要素の 1 つで
ある。ロシア連邦には戦略立案に関する特別な法律があり、これには、社会経済開
発見通し、予算見通し、戦略的フォーサイト等が含まれる。それは、国家安全保障
戦略、社会経済開発戦略、科学技術戦略との関連性が高く、科学技術フォーサイト
が上述の 3 つの見通し・フォーサイトの背景となって、これに基づいてロシア連邦
の優先度の高い科学技術分野と重要技術が特定される。このように、国家科学技術
開発プログラムは科学技術フォーサイトの結果に大きく基づく。これらはすべて国
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家レベルで提供されるものであるが、我々はセクターレベルでも多くのことを行っ
ている。国家レベルの科学技術フォーサイトは、セクターレベルのフォーサイト研
究の背景として利用される。また、地域レベルでも、特別開発戦略や地域開発プロ
グラムのような活動があり、そこでもフォーサイト研究が利用される（図表 3-7）。 

 
図表 3-8 アプリケーション駆動型の科学技術フォーサイト 

 
 我々の科学技術フォーサイトはアプリケーション駆動型である（図表 3-8）。我々

は、科学技術だけでなく、より広い分野の科学技術開発に関するグローバルな課題
およびグローバルなトレンドを特定する。科学技術の発展に関するシナリオをよく
練った上で、異なる選択肢を用いたり、外的要因を考慮したりして、科学技術の発
展に関するシナリオを特定する。 

 このシナリオに基づいて、市場、製品・サービス、新技術、新研究分野など、政府
や社会が取り組むべきアプリケーションの重要なポイントを特定する。これに基づ
いて、国家的な優先事項に関するシステムが特定され、これら優先事項に基づいて、
その実現や実施のためのロードマップが作成される。 
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図表 3-9 ロシアにおける科学技術フォーサイトの手法と重要な要素 

 
 科学技術フォーサイトには、グローバル・トレンド分析、現在の科学技術水準の評

価など、さまざまな要素が含まれる（図表 3-9）。ロシアでは、科学技術に関連する
セクター別の予測、科学技術政策への提言、地域別の科学技術開発の予測などを行
っている。そのため、我々はさまざまな方法を用いるが、その方法は非常に良く開
発されており、さまざまな目的のために 20 以上の方法を用いている。 

 
図表 3-10 グランドチャレンジとメガトレンドの変化に関する分析 
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 グランドチャレンジとメガトレンドについては、データベースを定期的に更新し、
気候変動、経済発展、人口動態や社会の変化、新興科学技術の出現、問題の変化、
地政学的な状況など、さまざまな分野の変化を特定している。このように、我々は
様々な問題に取り組みながら、フォーサイトの研究を進めている（図表 3-10）。 

 
トレンド分析 

図表 3-11 世界的なトレンドを分析するための一般的なテンプレート 

 
 グローバルなトレンドを分析するための一般的なテンプレートは図表 3-11 のとお

りである。まず、新産業革命のような、大きな世界的トレンドに対する主要なトレ
ンドを特定する。この大きなトレンドに含まれる小さなトレンドを特定し、それぞ
れについてドライバーと障害を特定する。科学技術、経済、環境、政策および価値
観に対する STEEPV 効果を評価し、その後、ロシアにとっての機会と課題を特定
する。 

図表 3-12 将来の市場に関する分析（IoT の例） 
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 特定したトレンドについては、タイムラインを作成する。制度的な問題や社会的な
発展の問題、経済、科学技術、天然資源、気候、環境などを特定し、それぞれの分
野で将来に影響を与えるような重要な出来事を特定する。 

 トレンドを把握した上で、どの市場が発展し、どの市場が台頭し、どの市場が停滞
するのかを見極め、重要な市場を特定する。また、iFORA システムをベースにした
ツールにより、これらの市場の数量や将来の潜在的な数量を評価し、特定している
（図表 3-12）。 

 さまざまなテクノロジーが、特定の経済分野やセクターに与える影響も評価する。
異なるテクノロジーが異なるセクターでどのように使用されているのか、また、ど
のテクノロジーが特定のセクターや産業にとって最も重要であるかということを
把握する。 

 また、さまざまな分野のキープレーヤーを特定し、グラフ上で、誰が、なぜその分
野で最も重要なプレーヤーなのかを示している。 

 
図表 3-13 ワイルドカードの例 

 
 フォーサイトを展開する際には、ワイルドカードの分析も行っている。図表 3-13

は、前回の科学技術フォーサイトで用いたワイルドカードの例である。我々は、こ
のようなワイルドカードが発生する確率を評価する。ここに大きな文字で書かれて
あるのが最も可能性の高いワイルドカードである。これは、科学技術や産業に関連
して勧告を行った際に、より注意を払うことに役立つ。 
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将来のスキル需要の予測 
図表 3-14 労働市場に対するテクノロジーのトレンドの影響 

 
 

 我々のフォーサイトでは、将来のスキルの需要に関するフォーサイトの開発が重要
になる。我々の研究では、まず、技術的なトレンドに基づいて、製品市場がどのよ
うに変化するか、成長するものはどれか、停滞するものはどれか、衰退するものは
どれかを定義し、それらが労働市場にどのような影響を及ぼすのかを分析する。AI
が定型労働の代替を加速するのか否か、労働移動の成長にとって重要であるのか否
か等について分析する（図表 3-14）。 

 これを踏まえて、新興の職業を分析する。分析に当たっては、iFORA を使用してい
る。例えば、欠員や雇用に関する発表の情報を分析し、どのスキルがより必要とさ
れているか、どの職業が最も興味深いかを見る。結果は、レポートや新興の職業に
関するアトラスを出版するほか、他大学も含めて教育プログラムの改訂の提言にも
利用している。 
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図表 3-15 将来スキルのトレンドマップ 

 
 どのスキルがどの職業で必要とされているかだけではなく、既存の職業や新興の職

業の中でどのスキルが必要とされるかも見る。我々は、最近のダイナミックスに基
づき、デジタル・IT スキルのように、重要性が高く変化をもたらすドライバーとな
るスキル、コスト管理のように重要だがあまり発展していないスキル、今後の可能
性を示すウィークシグナルを見出すことができる。ニッチな分野として、将来的に
本当に重要になるかもしれないスキルを見出すことができる（図表 3-15）。 

 
科学技術の優先順位付け 

図表 3-16 科学技術の優先順位付けに関する主な手順 
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 科学技術の優先順位付けも行っている。科学技術フォーサイトの結果や、さまざま
な角度から科学技術をモニタリングした結果をもとに、今後必要とされる主要技術
を特定する。一方、戦略文書や予測文書に基づいて、社会や経済における主要な問
題を特定し、これらの問題を新しい技術や製品、サービスにマッチさせ、これに基
づいて特定の分野の多くの専門家を巻き込んで重要技術のリストを特定する（図表
3-16）。 

 

図表 3-17 ロードマップ全体のスキーム 

 
 テクノロジー・ロードマップを提供する際には、フォーサイトを行って、特定の分

野に対する優先順位を決定し、テクノロジー・ロードマップを作成する。これは、
多くのクライアントがロードマップに興味を持っているからである。 

 図表 3-17 は、ロードマップの全体のスキームである。ロードマップは右から左へ
とロードマップを構築していく。つまり、主要な市場を特定するのである。主要製
品を特定し、その市場でどのような特性が求められるか、どのような特性を持つ製
品を製造するためにどのような技術が必要か、その技術を開発するためにどのよう
な研究開発が必要かを明らかにする。そして、企業は自社で研究開発を行ったか、
重要な技術を利用するかを決定する。ロードマップは左から右へと使用され、代替
案が生じる可能性のある重要なポイントを特定し、どちらかの道に進むことができ
る。 
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科学技術のフロンティア分析 
図表 3-18 科学技術のフロンティアを分析するアプローチ 

 
 図表 3-18 は、科学技術のフロンティアが何であるかを分析するための非常に新し

い方法である。このツールにより、2020 年で最も急速に発展した主要な分野を特
定した。我々は、このように、さまざまな分野を特定し、それをもとに、世界の研
究のキーフロンティアが何であるかを見ている。我々は、OECDの Fields of Science
の 15分類を使用して、各科学分野の構造の中の 131の研究分野を特定し、約 15,000
の異なる課題を分析した。その中から約 1,000 のフロンティアを特定し、国の科学
技術計画の見直しに利用した。これは、ロシア政府の要請で実施した。 

 
人的資本プロジェクト 

図表 3-19 人的資本に関する研究 
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 人的資本に関する特別プロジェクトの中でさまざまな研究を行っている。このプロ
ジェクトでは、トレンド、技術、職業、組織、センター・オブ・コンピテンス等の
マッピングに関する研究や、教育プログラムに関する提言を行っている（図表 3-
19）。我々は、このプロジェクトの中でいくつかの大きな活動をしており、そのう
ちの 1 つがフォーサイトに関するものである。COVID-19 が社会の発展に与える
影響に焦点を当てたもので、2022 年に結果を発表できると思う。 

 
図表 3-20 HSE におけるデジタル経済に関する研究 

 
 デジタル経済に関する多くの新しい研究を行っており、最も急速に発展している高

度な技術を特定している。我々はデジタル技術に対する需要を分野別に評価した。 
 

図表 3-21 HSE で開始した社会経済・科学技術フォーサイトに関する研究 
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 我々は、AI 研究センターを立ち上げた。ロシアで大規模なコンペティションが行わ
れ、HSE を含む 6 機関が多額の資金を得てこのステータスを獲得した。このプロ
ジェクトの中で科学技術活動における自動化分析のための推薦サービスを開発す
る予定である。 

 我々は、ロシア政府から、10 年間の開発プログラム助成金を獲得した（図表 3-21）。
このプログラムの下で多くの戦略的プロジェクトが開始する。このため、我々は、
さらなる方法論開発、教育コース開発、フォーサイト研究を計画している。 

 
図表 3-22 ユネスコ未来学講座（UNESCO Chair on Future Studies）の概要 

 
 また、最近の動きとしては、2021 年 9 月にユネスコ事務局長と協定を締結した「ユ

ネスコ未来学講座」がある（図表 3-22）。18 機関が参加しており、我々は、方法論
の開発、研究の機会の提供、短期研修、その他の活動を計画している。 

 
 
3.1.2. エジプトにおけるフォーサイト 
 
演題：Egypt beyond COVID-19, The opportunities and challenges 

Dr. Mohamed Ramadan A. Rezk 
Dr. Mohamed Ramadan A. Rezk は現在、エジプト科学研究・技術アカデミー（ASRT）

のエジプト科学技術イノベーション展望研究所（ESTIO）の所長であり、未来研究・リ
スク管理協議会会員、アラブ STI 研究協会副会長である。また、「輸送、産業、情報技
術、教育、高等教育におけるコロナ後のエジプト（Egypt Beyond Corona in Transport, 
Industry, Information Technology, Education and Higher Education）」や「気候変動と
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持続可能性：2050 年に向けての水・エネルギー・食糧のつながり（The Water-energy-
food nexus in the context of climate change and sustainability 2050）」など、多くの国家
プロジェクトに参加している。フォーサイトや STI 政策に関する論文も多数発表して
いる。多くの大学や国家機関でフォーサイトに関し教鞭を執る。 
 
エジプト文明に見るフォーサイト 
 本日の主題に入る前に、古代エジプトの神殿を眺めながら、古代エジプト人の死後

の第二の人生のためのフォーサイトについてお話ししたい。エジプトでは、ファラ
オの時代からフォーサイトが始まっていた。私は ESTIO で働いており、科学技術
やイノベーション指標の分析、科学技術フォーサイト、評価とモニタリングなど、
さまざまな分野で仕事をしている。本日の私の発表では、エジプトにおけるフォー
サイトの歴史、現在のフォーサイトのアプローチ、フォーサイト研究の例、COVID-
19 の課題と影響、COVID-19 に対するエジプトの政策、COVID-19 を超えた新し
い未来の優先事項、エジプトと COVID-19 シナリオを超えたエジプトの例につい
てお話しする。 

 
エジプトにおけるフォーサイトの歴史 

図表 3-23 エジプトにおけるフォーサイトの歴史 

 
 エジプトでは、1975 年の早い時期に 3 つのフォーサイト研究を開始した。実は、

フォーサイトの手法は、半世紀以上前からエジプトの戦略立案に取り入れられてい
た。しかし、1970 年代半ばから、より包括的なレベルで未来研究を行ったためのイ
ニシアチブがいくつか取られるようになった。 

 1975 年から 1977 年にかけて、FAO（国連食糧農業機関）が行った有名な研究は、



23 

多部門のマクロ経済シミュレーション・モデルを用いて代替開発戦略の影響を調査
するものであった。また、1977 年に OECD（経済協力開発機構）が行った 2 番目
の重要な研究は、「相互未来プロジェクト」であり、さらに地域レベルのものでは、
1980 年に第 3 世界フォーラム（Third World Forum）が行った「アラブの代替的未
来」においてエジプトの未来についての研究が行われた。 

 1970 年から 1997 年にかけて、「エジプト 2020（Egypt 2020）」プロジェクトが立
ち上げられ、エジプトのフォーサイトに新たな転機が訪れた。このプロジェクトが、
エジプトの関係者にフォーサイト研究への関心を復活させることとなった。 

 フォーサイトを行った上で、一般的には、国家的な全体像を形成する必要がある。
この時代以降、首相直属の未来研究センターが設立され、2004 年から 2020 年の間
に ESTIO、未来研究・リスク管理評議会など、多くの新しい組織が生まれた。 

 国家計画を策定する研究機関でも多くのフォーサイト活動が行われている。水やエ
ネルギーなどに関し多くの未来研究を行い、COVID-19 後の未来を見据えたエジ
プト社会に関連する研究にも力を注いでいる。この間、日本の NISTEP、韓国の
STEPI のような国際的な組織と多くのコラボレーションを行ってきた。 

 
エジプトにおけるフォーサイトの現在 
 現在エジプトでは、ASRT のエジプト社会の専門家集団が、科学技術指標とフォー

サイト研究に焦点を当てた ESTIO を設立し、フォーサイトに対する意識の向上を
図っている。 

 ESTIO は、あらゆるレベルの政策立案者や意思決定者に科学的支援を提供するこ
とを目的としている。さまざまな研究機関、省庁、大学の専門家から構成されてお
り、多くの勧告を作成し、いくつかの将来研究を実施し、さまざまな評議会と協力
する責任を担っている。 

 最近では、ESTIO は国際的な研究機関である応用システム分析研究所（Institute of 
Applied System Analysis）と共同で、北アフリカ応用システム分析センター（North 
African Applied System Analysis Center）を設立し、各省の職員に向けてオンライ
ンで応用研究指向の研修プログラムを開発している。 

 ESTIO はエジプトや北アフリカ、アラブ諸国の課題に関する応用研究のコラボレ
ーションを推進し、システム思考とエビデンスに基づいて意思決定者を支援するた
め政府や企業にコンサルティングを提供している。 

 
フォーサイト能力の強化 
 フォーサイトについては、意思決定者や研究機関の間にはその利用に抵抗感がある

場合もある。なぜなら、彼らは従来の計画について考えてはいるが、未来について
考えていないからである。そこで、技術移転オフィスや起業家クラブ、大学や研究
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機関のメンバーや学生を対象に、Zoom や対面でフォーサイトに対する認識を高め
るためのトレーニングを実施し、能力向上に取り組んでいる。 

 
現在のプロジェクト 
 現在のエジプトのフォーサイト研究のアプローチについての視点を提供したい。現

在、エジプトではコロナ禍後を見据えてエネルギー、水、交通、ICT、産業、教育、
高等教育、科学研究など、あらゆる分野でさまざまなイニシアチブが開始されてい
る。また、エジプトでは、この間、いくつかの国際会議が開催され、将来の研究の
ための科学的ネットワークが形成されている。 

 
○エネルギーに関するフォーサイト研究 

図表 3-24 エネルギーに関するフォーサイト研究の事例 

 
 

 図表 3-24 は、エネルギーに関するフォーサイト研究の例である。この研究は、日
本の NISTEP、マレーシアのハイテク産官機構（Malaysian Industry-Government 
Group for High Technology：MIGHT）との共同研究で、ESTIO における最初の研
究である。ASRT とナイル大学との共同研究でもあり、エジプトにおける将来のエ
ネルギーに関する様々なフォーサイト手法を開発することを目的としている。 

 将来のエネルギー、原子力、再生可能エネルギー、太陽エネルギー、さらには社会
文化分野における法的枠組み、制度など、エジプトのあらゆる分野を網羅する約 14
のテーマが関連している。 

 この研究では、約 200 人の専門家が参加し、デルファイ法とシナリオライティング
法を用いて、最終的に 2 つのテーマを設定した。シナリオ 1 は、暗闇に戻るという
ものである。これは災害悪化のシナリオであり、もう一つのシナリオは太陽が輝い
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ているという好転シナリオである。報告書は、この研究に関わったすべての専門家
の勧告を含めて、高等教育・科学研究大臣、電力省、首相に提出される。 
 

○水に関するフォーサイト研究 
図表 3-25 水に関するフォーサイト研究の事例 

 
 

 図表 3-25 に示したものが水に関する最新のフォーサイト研究である。エジプトは
水不足に直面しており、エチオピアのダムは水の安全保障のためにも必要である。
この研究は、飲料水、農業灌漑、産業、アフリカ政治、国際政治、未来研究など水
資源の専門家 30 人が参加し、高等教育・科学研究大臣と科学研究アカデミー会長
も参加して、エジプトの未来について、何が懸念され何が希望であるか、また、こ
の問題に関し何が最善で何が最悪か、いくつかのシナリオを作成した。 
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エジプトにおけるフォーサイトの課題 
図表 3-26 エジプトのフォーサイトの課題 

 
 
 エジプトでフォーサイトを運用する場合、多くの課題がある。人材の問題、文化的

な問題、研究資金、協力関係の欠如などである。フォーサイト研究は、個人の専門
家を対象に行われたものであり、このような専門家が所属する組織としてはエジプ
トに 1 つか 2 つの機関があるだけで、組織的な規模の研究とまでは言えない。ま
た、多くの大学や研究所にはフォーサイトに関する学位やカリキュラムがなく、少
数の大学で教えられているのみであるし、ASRT がいくつかの研究に資金を出して
いる以外は、フォーサイト研究を行うための公的な研究資金の枠組みもない。 
 

エジプトにおけるコロナ禍の影響 
 COVID-19 パンデミックの後に世界が変わってきていると言われている。エジプ

トでは、経済、社会、科学技術など、さまざまな分野で影響を及ぼしている。COVID-
19 が経済に影響を与え、産業部門への海外直接投資（FDI）の流れが減少し、いく
つかの投資計画が中断された。 

 また、企業収益が減少し、給与の削減や従業員の解雇が増える中で、ソーシャルデ
ィスタンスの制限もあり、オンラインショッピングの増加につながった。これは
COVID-19 が電子商取引やオンラインショッピングを増加させたポジティブな影
響である。エジプトでは COVID-19 の検査のために約 1000 億エジプトポンドの特
別予算が計上され、遠隔教育システムを活性化するためのデジタルインフラを提供
するためのコストも投じられている。 

 医薬品やワクチンの研究開発に直接的に使われる研究開発費も増加した。もう一つ
は、研究開発費で、政府は科学技術開発基金と ASRT から約 8000 万エジプトポン
ドを割り当て、医学、薬学、医療、公衆衛生、健康、情報技術の分野でパンデミッ
クに対応するための先端科学研究を実施することになっている。 
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 COVID-19 の社会的影響については、エジプトの医療システムは、2020 年のパン
デミックの最初の段階で、パンデミックと戦うには不十分なレベルであった。また、
観光業をはじめとするサービス業や、その他の対人業務、学術的な共同研究が渡航
禁止で中断していること、オンライン学習に切り替える際に障害者の特別なニーズ
への配慮が十分ではないといった問題が生じている。また、多くの大学が渡航制限
により、留学生を失っている。 

 また、COVID-19 と戦っている病院に供給する目的で、人工呼吸器や体温計を製造
するための革新的なイニシアチブもある。エジプトでパンデミックが発生した最初
の段階では、多くの政府機関が準備不足でありその影響が大きかったが、現在は、
次のパンデミックや将来のためにどう準備するかを協議している。 
 

図表 3-27 コロナ後の将来における優先事項 

 
 私たちアカデミーや高等教育・科学研究省は、COVID-19 が科学技術に与える影響

を軽減しようと努めている。2020 年 3 月、ASRT は、COVID-19 の医療と保健当
局の能力の欠如に対するソリューションを探索するために、イノベーションアイデ
アを実施するための多くのイニシアチブを開始した。また、図表 3-27 にあるよう
に、教育、健康、医療、農業、食品産業など、ポストコロナの世界のための科学研
究の優先順位の明確化を行った。 

 
エジプトにおけるコロナ関連政策 
 エジプトでは、COVID-19 の影響を克服するため、いくつかの政策に取り組んでい

る。その一つが、エジプト経済への 1,000 億ドルの拠出や、研究開発への支出を奨
励するための税制優遇措置など、民間セクターへのインセンティブ付与に関するも
のである。 

 エジプト議会は、イノベーション支援基金や臨床試験・臨床研究法など、科学研究
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を支援するいくつかの法律を承認した。 
 高等教育・科学研究省は、エジプトにおけるポストコロナ時代の科学研究の新たな

優先事項と準備に関するロードマップを発表した。これは、ASRT 内の委員会が作
成したもので、関連してエジプトでは多くのフォーサイトが開始された。 

 図表 3-27 にあるように、コロナ禍後のエジプトにおける将来の優先事項に関する
新しい戦略として、教育、健康・医療、農業・食品環境、産業、石油・鉱物、エネ
ルギー、水、交通、社会研究、科学文化、経済、研究など、さまざまな分野で 14 の
将来エリアが設定され、優先順位が与えられている。この戦略では、70 の緊急対策
が提唱されている。それらのほとんどは、様々なレベルの教育や高等教育における
遠隔教育システムの活性化や、オンラインと通常の教育を融合させた新しいハイブ
リッドシステム、またエジプトのあらゆる医療ニーズをカバーするための医学教育
の拡大などである。エジプトでは将来的には医師数を増やしていく予定である。 

 教育産業と呼ばれる教育・技術分野への投資も行っている。さまざまな教育段階に
おいて、個人の ICT スキルやコンピューターリテラシーなどのカリキュラムを開
発することが優先される。 

 また、エジプト・ゲノム・バンクを立ち上げた。これは、エジプト人のための遺伝
子地図を作成するエジプト最大のプロジェクトである。また、医薬品有効成分の現
地生産を支援するため、科学研究と産業界との提携を奨励している。 

 新種の農作物を開発するための国家プログラムも立ち上げた。塩分、干ばつ、暑さ、
水不足に強く、早熟で、病気に強い作物を生産する。他には疾病管理・予防センタ
ーの設立、医療機器の国産化、エネルギーアプリケーション、太陽電池、スマート
システムの開発などが挙げられる。 

 バイオディーゼル生産と再生可能エネルギーへの移行、水処理に使用される技術の
近代化が計画されている。アプリケーションは、地下鉄の乗客の動きを把握し、イ
ンテリジェントな交通システムを提供する。これら 70 の緊急措置には 2 つの異な
る省と複数の研究機関がその実現に取り組むことになる。 

 
エジプトにおけるコロナ禍後の将来に関するフォーサイト 
 ASRT は、輸送、ICT、産業、高等教育などさまざまな分野で、COVID-19 後のエ

ジプトの未来像の策定に関する一連の研究を開始した。この研究を行うにあたり、
約 400 名の専門家が参加した。前高等教育・科学研究大臣や、さまざまな研究所、
大学の研究者たちが参加している。 

 この研究では、デルファイ法、シナリオライティング法、フューチャーホイール法
などを適用した。例えば、交通の分野では、交通が将来もたらす直接的、間接的な
影響を定義し、特定する作業を行っている。そうしたものとして、輸送部門の閉鎖、
ドローンの使用、多くの企業の倒産や輸送への依存、空飛ぶロボットやドローンの
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技術、ブロックチェーン、モノのインターネット、人工知能、3D プリンティング、
近隣諸国を支援する地域備蓄センターの設立、新しい道路の建設、経済成長を支え
る人口動態、サービスとしてのモビリティ、グリーン輸送、遠隔活動、インフラ、
地政学、電子貿易、国際協力などの要素が挙げられる。こうした駆動力となる要素
を考慮して、多くのシナリオの開発に取り組んでいる。 

 
○グリーン交通 

図表 3-28 グリーン輸送のシナリオ 

 
 

 図表 3-28 はグリーン交通のシナリオで、例えば、環境に優しいグリーン交通政策
が実行され、エジプト港は環境配慮型の港湾になっており、スエズ運河はグリーン
な海洋経路となるといったシナリオが提示されている。 

 
○教育の将来 
 教育の将来については、私たちはフューチャーホイール法を応用し、COVID-19 の

直接的、間接的な効果を測定した。例えば、自信の欠如、教育プロセスの質、親に
対する圧力の増加、さらには技術や社会的影響などである。また、学校行事への影
響や、将来の教育に対するさまざまな間接的影響も存在する。継続的な教育訓練、
教育システムの多様性、ICT インフラ、AI 教育やインタラクティブ技術の利用、仮
想現実や拡張現実などの新しい技術の利用など、いくつかのドライバーも存在する。 

 教育に関する多くのシナリオを作成した。そのうちの 1 つは、教育における AI、
オンライン教育を用いた場合の効果などに関するものである。 
 

○第 4 次産業革命、新興技術 
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 第 4 次産業革命や新興技術に関する研究も行い、エジプトが第 4 次産業革命に追い
つくためのシナリオを作成した。 

 
図表 3-29 第４時産業革命、新興技術に関するシナリオ 

 
 
エジプトにおけるフォーサイトの将来 
 昨日、シシ大統領が高等教育・科学研究フォーラムを開催し、最初のセッションで

将来の仕事について講演を行った。エジプトでは 7、8 年前には誰もフォーサイト
について話していなかったが、今はこのように大統領からサポートを受けるまでに
なった。高等教育・科学研究大臣や ASRT 会長からの支援もある。 

 このように、エジプトでは政策決定者の文化が変わりつつあり、近い将来、フォー
サイトの研究が発展していくだろう。 

 
 
3.2. 第２回セミナー 

3.2.1. タイ及び APECにおけるフォーサイト 
 
演題：Foresight Activities in Thailand & APEC 

Dr. Surachai Sathitkunarat 
発表者の Dr. Surachai は、タイにおいて著名な未来学者の一人であり、現在、国家高

等教育科学研究イノベーション政策審議会事務局（NXPO）事務局長補佐の職にあって、
APEC 技術予測センター（APEC CTF）のエグゼクティブ・ディレクターを務めている。
同センターは、地域を代表する世界で初めての予測センターであり APEC の 21 のメン
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バーから構成されている。同博士は、高等教育・科学・研究・イノベーション大臣のス
タッフも兼務し、タイの高等教育、科学、研究、イノベーション政策の政策立案に大き
く貢献している。 
 
タイのポストコロナに関するフォーサイト 
 ポストコロナに関するフォーサイトは、国家高等教育科学研究イノベーション政策

審議会事務局のプロジェクトの一つであり、新型コロナ収束後の政策立案に向けて
の活動である。フォーサイトを行ったための定性的・定量的ツールは多数あるが、
本プロジェクトではシナリオを使った。 
 

図表 3-30 タイにおけるポストコロナの政策シナリオ作成の流れ 

 
 図表 3-30 に示したのは、国家高等教育科学研究イノベーション政策審議会事務局

における政策立案に向けてのステップである。最初に、著名な国際機関やコンサル
テーション機関が公表している文献などから得た情報を検討した。その後、専門家・
有識者パネル会合でコメントを得た。そして、STEEPV（Social、Technological、
Economic、Environmental、Political、Values）フレームワークを活用して、トレン
ド分析を行った。これは、社会、テクノロジー、経済、環境、政治及び人々の価値
観の変化に基づくフレームワークである。ここで、不確実さの要因や弱いシグナル
の特定を行った。これは、シナリオ設定において重要なことである。 

 以上を踏まえて、フォーサイトにより、タイのポストコロナにおける感染状況や経
済的状況に対応したシナリオを 4 つ作成し、中核的な戦略イニシアチブと行動アジ
ェンダを策定した。この内容を国民に対して伝える会議を開催し、公衆からコメン
トを求めた。これは、政策立案に向けて非常に重要なステップである。国家高等教
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育科学研究イノベーション政策審議会に対して、これらの活動で得た結果をプレゼ
ンテーションした。 

 

図表 3-31 ポストコロナの状況に関する 4 つのシナリオ 

 
 

 図表 3-31 は、タイのポストコロナの状況に関する可能性のあるシナリオを示した
ものである。Ｘ軸は COVOD-19 の感染状況、Ｙ軸は経済状況である。 

 右上のシナリオはベストケースのシナリオである。高速道路のようなもので、感染
も抑制され、経済が改善し、完全な回復に向けて前進するシナリオである。一方、
左上のシナリオは、崖路を進むようなもので、感染は続くが、経済は回復するとい
うシナリオである。そして左下のシナリオは最悪のケースで、感染が続き、経済が
低迷するというシナリオである。右下のシナリオは、感染がコントロールされ、経
済は長期的にはゆっくりと回復の方向に向かうが、完全には回復しないというシナ
リオである。 

 我々は、政策立案者のために多くの選択肢や政策を出すよりは、それぞれのシナリ
オの次元を詳しく説明することにしている。すなわち、それぞれのシナリオの下で、
公衆衛生的・社会的・経済的・教育的次元で将来何が起きるかを検討している。 
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図表 3-32 4 つのシナリオにおける公衆衛生的・社会的・経済的・教育的な予測 
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 図表 3-32 は、先程の 4 つのシナリオにおける公衆衛生的・社会的・経済的・教育

的次元で何が起きるかを検討し、将来を予測したものである。タイのポストコロナ
の状況に関する各シナリオは、このように 4 つの次元に基づき予測した。 

 

図表 3-33 ポストコロナにおける 5 つの中核戦略 

 
 次に、これらのシナリオに基づき、ポストコロナについて 5 つの中核戦略を政策審

議会に提案した。 
 1 番目は、「人間の安全保障を優先する」こと。エネルギーの安全保障ではなく人間

の安全保障を最優先事項とした。 
 2 番目は、「GDP を超えてよりバランスのとれた成長を見る」として、バイオ・サ

ーキュラーエコノミーという新しい提案を試みた。 
 3 番目は、「教育と人的資本を再構築する」こと。 
 4 番目は、「誰も取り残さない」ことで、貧しい人たち、特に農村地域も配慮しなけ

ればならない。 
 そして 5 番目は、「開かれたレジリエントな社会を創る」ことであり、我々の状況

下においては重要な点である。これら以外に、戦略として、食料安全保障、健康安
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全保障、エネルギー安全保障、雇用の安全保障などもあるが、ここでは割愛する。 
 

図表 3-34 中核戦略「GDP を超えてよりバランスのとれた成長を見る」 

 
 図表 3-34 は、中核戦略「GDP を超えてよりバランスのとれた成長を見る」で、そ

の内訳は、国家スコアカードを設計し直す。バイオエコノミー、循環型のグリーン
な経済をつくる。デジタルコマースを確立する。産業を再構築する。コロナの状況
を考えて地元の経済を活性化する。そして現在の成長エンジンだけではなく、AI、
ブロックチェーンなどのような将来の成長エンジンを考える。 

 

図表 3-35 中核戦略「教育と人的資本を再構築する」 

 
 図表 3-35 は、中核戦略「教育と人的資本を再構築する」である。これには、「高品

質の教育」、「将来のスキル」、「高等教育」及び「生涯学習」が含まれるが、グロー
バル指数で見ると、タイの高等教育の質は良くない。「生涯学習」は、学生のみなら
ず全ての国民にとって重要なことである。 
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図表 3-36 中核戦略「誰も取り残さない」 

 
 図表 3-36 は、貧困を撲滅といったところに焦点を当てている。そして新しい社会

のセーフティーネットにも焦点を当てている。スピードが重要である。改善が求め
られている。 

 

図表 3-37 中核戦略「開かれたレジリエントな社会を創る」 

 
 図表 3-37 は、中核戦略「開かれたレジリエントな社会を創る」の構成である。我々

の国をオープンデータでオープンガバメントとしていきたい。そして人々の声を聞
く。いろいろなデバイス、メタバースとかデジタル技術を使いながら、我々の方か
ら政府に対してコメントを提供する。また同時に、官民連携も強化していきたい。
もし将来的に私たちにいろいろな危機があった場合には、危機対応システムも必要
になる。 
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サーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイト 
 「サーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイト」は、非常に重要なプ

ロジェクトである。国家高等教育科学研究イノベーション政策審議会事務局では、
将来の世界はリニア・エコノミーではなくサーキュラー・エコノミーであるとして、
タイ政府に新しい政策提案を行っている。気候変動への対応や持続可能な社会への
対応とともに、サーキュラー・エコノミーも重要である。 

 このプロジェクトは、２年ほど前から進められている。サーキュラー・エコノミー
について政策研究も開始している。国家高等教育科学研究イノベーション政策審議
会事務局では、タイ政府ばかりでなく他の組織に対してもサーキュラー・エコノミ
ーを提案している。新しい持続可能なエンジンとして、また経済モデルとして、BCG
（バイオ／サーキュラー／グリーン・エコノミー）モデルを提唱している。 

 タイ政府には、2 年ほど前に BCG モデルの提案をした。タイ政府は我々の提案を
受け入れ、政府の政策として活用している。今年（2021 年）、タイ政府は BCG モ
デルを国のアジェンダとして来年に向けた取組を考えており、首相が国際的フォー
ラムで発表している。例えば、COP19 関連のフォーラムの中で BCG モデルを提
唱し、主な議論のポイントとして取り上げられた。来年（2022 年）の APEC サミ
ットでも、BCG モデルを取り上げる予定である。BCG は、タイが世界に対して提
案したいモデルである。 

 リニア・エコノミーとサーキュラー・エコノミーは異なる。資材への対応の仕方だ
けではなく、製造方法、利用方法、処分方法、そして廃棄方法も異なる。Make・
Use・Return が、サーキュラー・エコノミーの本質である。 

 
図表 3-38 サーキュラー・エコノミーにおける Value Hill の概念 
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 図表 3-38 に示したコンセプトを「Value Hill」と呼ぶ。左側の図では、「PRE-USE・
USE・POST-USE」となっており、POST-USE で終わりである。右側の図は、「PRE-
USE・USE・POST-USE」を循環させることで、付加価値を提供するものになる。
これは、我々の考え方を変えるものになる。付加価値を提供後、その価値を循環さ
せる。製品やサービスを共有し、修繕し、維持し、再利用し、再配分し、リサイク
ルする。私たちは、ライフサイクルを通して、製品やサービスの価値を維持するこ
とを実施している。 

 

図表 3-39 サーキュラー・エコノミーの開発の枠組み 

 
 図表 3-39 は、サーキュラー・エコノミーの開発枠組みである。我々の目的は、主

要な原材料については 1/3 を削減、温室効果ガスについては少なくても 25％ほど
低減、そして GDP を 3％程度で経済的な価値を生み出す。これにより、産業コス
ト減、廃棄物減となり、行動変容を促すことになる。また、新たな経済的な機会も
つくっていく。課題は、例えばキャパシティ・ビルディングの問題、規制、インセ
ンティブ、投資の機会、研究開発などである。これらを全部含めてサーキュラー・
エコノミーを実現することになる。 
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図表 3-40 サーキュラー・エコノミーに関連する課題への対策 

 
 図表 3-40 は、サーキュラー・エコノミーに関連する課題への対策を示したもので

ある。課題は、自発的な基準、規制案、需要側／供給側のインセンティブである。
また、幾つかの製品・材料の使用禁止に関する目標設定も必要になる。 

 

APEC のサーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイト 

 我々は、このプロジェクトを APEC にも提案している。APEC のプロジェクト名称
も「サーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイト」である。これは、
タイ政府の自己資金によるプログラムで、チリ、インドネシア、チャイニーズ台北
（台湾）等が共同スポンサーになっている。このプロジェクトは既に始まっており、
2022 年 8 月には完了する予定である。 

 このプロジェクトの目的は、技術的な能力を評価し、技術ロードマップを確立する
こと、サーキュラー・エコノミー技術を活用するために、グローバル需要やマーケ
ットを模索すること、また、APEC メンバーが、科学技術イノベーションの観点か
ら協力できる方向性と戦略を議論していくことである。 
 

図表 3-41 APEC/PPSTI との優先順位におけるつながり 
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 図表 3-41 は、APEC／政策パートナーシップ（Policy Partnership for Science, 
Technology and Innovation: PPSTS）との優先順位におけるつながりである。タイ
はホストとして APEC の PPSTS とのつながりを持っている。 

 

図表 3-42 APEC サーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイトの時間軸 

 
 図表 3-42 は、APEC サーキュラー・エコノミー・テクノロジー・フォーサイトの

時間軸を示したものである。2022 年に、APEC サミットがあり、この中で、少なく
ともタイでワークショップを行う予定である。APEC の友好国から提案等があれば、
我々の政策勧告を APEC 閣僚会議等の会合で提出し、提案できる可能性がある。 
 

 
3.2.2. 中国におけるフォーサイト 
 
演題：Research and Practices of Technology Foresight in Shanghai 

Dr. Zhuang Jun 
Dr. Zhuang は、科学技術イノベーションの世界的な動向把握を専門とし、上海市科

学学研究所（SISS）の副研究員であり、産業イノベーション研究室長を務めている。同
博士は、主に産業イノベーション管理、技術フォーサイト、技術ロードマップ等に関す
る研究プロジェクトに従事している。 
 
 
 
 
 



41 

上海市科学学研究所（SISS）について 
図表 3-43 上海市科学学研究所（SISS）のビジョン 

 
 上海市科学学研究所（SISS）は、40 年前に設立された、中国で最も古いソフトサイ

エンスの研究機関である。ビジョンは、高レベルかつ専門的なプラットフォーム型
の科学技術イノベーションのシンクタンクとなることである（図表 3-43）。 

 SISS ではテクノロジー・フォーサイトに関する活動を 20 年程度行ってきた。なぜ
都市レベルでテクノロジー・フォーサイトを行ったのかについては、4 つの理由が
ある。１番目は、地元の社会や経済に長期的に資することである。２番目は、より
賢明かつ合理的な投資を支援することである。3 番目は、科学技術イノベーション
のガバナンス改善である。4 番目は、フォーサイト環境の醸成である。イノベーシ
ョンのアイディア、方法、ツールなどを押し広げて考えることを望むのであれば、
フォーサイトは良い方法である。 

 

SISS のテクノロジーフォーサイト 
図表 3-44 SSI におけるテクノロジー・フォーサイト活動の歴史的な流れ 
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 図表 3-44 は、SISS におけるテクノロジー・フォーサイト活動の歴史である。テク
ノロジー・フォーサイトは 2001 年に始まり、20 年継続している。その活動の規模
は拡大しており、SISS のメンバー60 人のうち 10 人がテクノロジー・フォーサイト
に焦点を置いて研究を行っている。 

 

図表 3-45 SISS のテクノロジー・フォーサイトの５年サイクルのスキーム 

 
 図表 3-45 は、SISS のテクノロジー・フォーサイトの 5 年サイクルのスキームであ

る。最初にビジョンを作り、技術水準の評価を行った。 
 そして SISS のテクノロジー・フォーサイトの中核となるのがキーテクノロジーの

優先順位づけである。そして、政府に対して主要なプロジェクトを提案し、それが
受け入れられた時点でテクノロジー・ロードマップを作成する。我々は、この計画
に協力してもらうため、政府や一般国民が我々の研究によりアクセスできるように
したいと思っている。 

 

図表 3-46 ビジョンの構築 
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 まずビジョン構築である。15 年先の上海がどうなるかを想像し、最も国民が必要と

するものは何であるかを検討した。 

 
図表 3-47 技術水準の評価 

 
 次に、技術水準の評価を実施した。行きたい所に行くためには、まず現在の位置を

知らなければならない。そこで、世界のレベルなども参考に現在の技術水準の評価
を行った（図表 3-47）。 

 

 

 

 

 

 

 



44 

図表 3-48 エコと環境に関するキーテクノロジートップ 10 

 
 過去の調査では、エコ・環境分野におけるトップ 10 のキーテクノロジーの提示を

行った例や、優先度の高いキーテクノロジーとしてウェアラブル無線センサー・チ
ップなどを取り上げた例がある（図表 3-48）。 

 

「グローバルなイノベーションのメガシティ」に向けた新たなフォーサイト 
図表 3-49 テクノロジー・フォーサイトにより提案した主要プロジェクト 

 
 

 図表 3-49 は、主要プロジェクトの提案イメージである。我々の研究所は、政府の
科学技術部門に対して提案する役割があるが、他の政府機関と比較して小規模な研
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究所である。そこで、より上層の政府機関に注目してもらうため、いくつかの技術
を組み合わせて主要プロジェクトに仕立てている。 

 
図表 3-50 テクノロジー・ロードマップ 

 
 5 年前のテクノロジー・フォーサイトでは 16 の主要プロジェクトを提案した。上

海の第 13 次科学技術イノベーション 5 か年計画に挙げられたプロジェクトの
88.5％が、我々が提案した主要プロジェクトに関連していた。またテクノロジーロ
ッドマッピングも実施した。 

 

「グローバルなイノベーションのメガシティ」に向けた新たなフォーサイト 
図表 3-51 2035 年に向けた上海の目標とビジョン 
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 現在、我々は、上海市をグローバルなイノベーションのメガシティにしていくうえ
で、非常に明白な目標を持っている。これは、ある意味国家の戦略でもある。上海
は、よりグローバルな影響力やインパクトを持つために、科学技術、特にイノベー
ションにもっとエネルギーを投じていく必要がある。上海をグローバルなイノベー
ション都市にするために、我々だけではなく、科学者や起業家も集まって、①包括
的な国家科学センターを造る、②研究開発の拠点と機能変換プラットフォームを構
築する、③科学技術イノベーションクラスターを開発する。④起業家精神を促進し、
大衆イノベーションを広げていく、⑤幾つかの重要な戦略的なプロジェクトを立ち
上げ、実施していく、という 5 つの主要なタスクを特定した。 

 図表 3-51 は、2035 年に向けて設定した都市のビジョンや目標を達成するには、ど
のような技術イノベーションが求められるか、というミッション指向型のテクノロ
ジー・フォーサイトの必要性を示したものである。 

 上海の 2035 年に向けた目標・ビジョンは 3 つある。エコシティ、イノベーション
都市、人間中心型都市の 3 つである。この 3 つの核となるのが技術イノベーション
である。 
 

図表 3-52 上海テクノロジー・フォーサイトのプロセス 

 
 SISS は、3 年前に、キーテクノロジーリスト作成を目的とした、上海テクノロジ

ー・フォーサイトのプロセスを設計した（図表 3-52）。 
 最初のプロセスは、キーテクノロジー選定の準備である。インサイト分析を行

い、初期のテクノロジーリストを策定した。 
 第 2 プロセスは、キーテクノロジーリストの策定である。我々は、バイオ、医学

など 4 つのトピックグループを設定し、グループごとにキーテクノロジーを選定
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した。このうち、Ｘ分野とは一般的には受け入れられにくいサイエンスフィクシ
ョンに近い技術に焦点を当てたものである。 

 第 3 プロセスは、調査と評価である。ここで、デルファイ調査やグループディス
カッション等を実施した。 

 最終プロセスでは、シナリオを構築し、技術や主要プロジェクトに関する提案を
行った。 
 

図表 3-53 世界のメガシティのビジョン 

 

 
 今後 20～30 年で、上海と他の主要都市でどういった技術が共通するものとなるか
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を知るため、ニューヨーク、シンガポール、東京等と比較を行った。 
 各都市は独自の明確なビジョンを持っている（図表 3-53）。例えば、2030 年におい

ては、ニューヨークは「強くかつ公正な都市」、パリは「グローバルな魅力の強化」、
香港は「アジアの中の世界都市」などである。上海の 2035 年のビジョンは、優れ
たグローバル都市となることである。 

 
図表 3-54 16 の未来都市インサイト 

 
 全てのメガシティに関する情報を収集して、将来の動向についてインサイト分析を

行った。将来の動向は、「科学技術の進歩」、「マクロ環境の変化」及び「都市開発の
トレンド」の 3 つの軸で分析した（図表 3-54）。 

 
図表 3-55 「科学技術の進歩」に関するインサイト 

 
 我々は科学技術のレンドと環境の変化を組み合わせて 16 項目のインサイトを引き

出した。「科学技術の進歩」に関するインサイトでは、「データは王様」、「健康・長
寿」、「脳の解明」、「材料革命」及び「機械とのパートナー関係」が挙げられている



49 

（図表 3-55）。 
 

図表 3-56 「マクロ環境の変化」に関するインサイト 

 
 「マクロ環境の変化」に関するインサイトは、「エネルギー構造の変容」、「人口の

変動」、「気候変動」などから構成される（図表 3-56）。 
 

図表 3-57 「都市開発のトレンド」に関するインサイト 

 
 「都市開発のトレンド」に関するインサイトは、「マルチセンター空間」、「インフ

ラの老朽化」、「高齢化・少子化」、「経済の統合化」などから構成される（図表 3-57）。 
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図表 3-58 都市別のテクノロジー水準評価結果 

 
 我々は、このような新たな状況下でフォーサイトを継続して行っている。データ分

析も試みた。また、いくつかの方法で、都市の技術水準評価も実施した（図表 3-58）。 
 

図表 3-59 国別のテクノロジー水準の評価結果 

 
 次に、国別の技術水準の評価を実施し、現在の上海の技術水準に関してコンセンサ

スを得た。最初に、国レベルで技術に関する研究を行った。どの国に属する機関が
特定の技術を持っているのかを専門家に回答してもらったところ、米国が 1 位、日
本が 2 位、中国が 4 位という結果であった。最先端技術を 76 個特定し、この 76 技
術のうち、各国で持っている技術の数を専門家に回答してもらったところ、米国が
64 個で 1 位、中国は 20 個で 5 位という結果であった（図表 3-59）。 
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 この技術水準評価を踏まえて、現在の上海の技術水準は、世界の都市中でトップラ
ンクに位置するとの結論を得た。ただし、世界のトップ 3 の都市（全て米国の都市）
と比較して大きなギャップがある。 
 

図表 3-60 潜在能力のある上海イノベーションクラスター 

 
 現在の上海の技術水準評価を見ると、上海は、イノベーションクラスターを形成す

る潜在的能力があるということを提言できる。 
 

図表 3-61 11 の都市における被引用度の高い論文の分析 
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 我々はデータ分析も多少行っている。我々は、66 の国際的に権威のある科学レポー
トから1,152の技術用語を識別した。そして、被引用度の高い論文の分析を行った。
11 の都市に対して、どのような基礎研究が行われているのか、どこが基礎研究のホ
ットエリアなのかを調査した。 

 
図表 3-62 11 のグローバル都市の科学技術の発信源評価の構成 

 
 図表 3-62 は、被引用度の高い論文に基づく、11 のグローバル都市の科学技術の発

信源評価の構成である。38 の重要な科学技術分野、849 のキーワードで整理した。
また同時に、主要な科学技術分野及びキーワードのクラスタリングも実施した。 
 

マルチデータ抽出分析プラットフォーム 
 近年は、オンラインで、ウェブサイト情報のセグメンテーション分析を行っている。

これは、自動で文章のセグメンテーションを抽出し、語彙分析を行った。これによ
り、新技術のホットワードを特定し、弱いシグナルを見つけ出す。 
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図表 3-63 自動抽出・分析したデータリソース 

 
 図表 3-63 は、自動抽出・分析したデータリソースを、5 つの次元で示したものであ

る。政策的側面（政府関係の報告書等）、学問的側面（論文等）、生活的側面（ソー
シャルメディア等）、メディア的側面（伝統的なメディア）、そして産業・経済的側
面（ウェブサイト上の証券情報、ベンチャーキャピタルのニュース等）である。 
 

図表 3-64 語彙の頻度とその関係性に関する分析 

 
 また、２つの異なる機関間、あるいは２つの異なる技術間で、語彙の頻度によりど

のような関係性があるかも分析した。 
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図表 3-65 マルチデータ自動取り込み・分析による問題解決のイメージ 

 
 このようなマルチデータ抽出・分析プラットフォームにより、ホットスポットの技

術を選定することができ、地域間競争といった全体像を理解することができる。そ
して、このような弱いシグナルを通して、関係する先進的な機関や中心研究者等に
ついて調査できる。 
 

図表 3-66 マルチデータ抽出分析プラットフォームの機能 

 
 マルチデータ抽出・分析プラットフォームには、例えば、ホットテクノロジーのラ

ンキング化、ホットテクノロジーランキングの上昇率の検知、新しい語彙の選定、
ホットテクノロジーの追跡等の機能がある。 
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2035 年の上海シナリオ構築 
図表 3-67 テクノロジー・フォーサイトで識別した 426 のキーテクノロジー 

 
 最近、テクノロジー・フォーサイトの一部として、4 領域＋1 横断的領域に関して、

計 426 のキーテクノロジーを識別した。これらのキーテクノロジーは共通の特徴を
持っている。例えば、最先端、工学分野を超える、などである。そして上海には、
こうした技術を開発するための基本的な研究基盤があるということが分かった。お
そらく産業基盤もある。 

 

図表 3-68 2035 年の上海シナリオとシーン構築の流れのイメージ 

 
 2035 年の上海シナリオ構築を行った。426 のキーテクノロジーと 16 の将来都市イ

ンサイトと組み合わせることで、4 つのモジュールを形成した。基礎研究、地域の
イノベーションの発展及びスマートシティ、及び、市民の幸福感の向上である。我々
は、このモジュールをサポートするものとして、17 の研究分野、54 の特定応用分
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野、341 の技術的ポイントを明らかにした。 
 我々は、これらより 4 つのシナリオを作成した。１つのシナリオは 3 つのシーンを

持つので、計 12 シーンとなる。これらを踏まえて、後で政府と共有するために 40
のミッションを検討した。これらは、2035 年に向けた技術計画に取り込んでいく
ことになる。 

 基礎研究に関しては、「人間の未知なる境界の探索」という部分をハイライトした
い。上海が国際的により影響力を持つためには、基礎研究にエネルギーを投入する
必要がある。例えば宇宙の本質、物性の本質及び生命の本質を探究することである。
また、データサイエンスの開発もそうである。これは、新しい研究領域、新しい研
究の方法であり、基礎研究として重要な部分になる。 

 

図表 3-69 2035 年の上海シナリオで策定した長期的な科学技術の開発目標 

 
 また我々は、4 つの長期的な科学技術の開発目標として、健康安全、スマートライ

フ、インテリジェント・トラベル、エコシティを設定した。これらの 4 つの目標の
中に具体的なミッションも取り込んでいる。 

 市のレベルの研究は、国のレベルの研究に比べてより明確化したい、予測可能なも
のにしたい。SISSは、2022年 4月に、「Disruptive Technology and Global Harmony」
をテーマとしたイノベーション・フォーラムを開催する。もし参加いただけるなら、
オフラインであってもオンラインであっても色々な議論ができると思う。 
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3.3. 第 3 回セミナー 

3.3.1 欧州におけるフォーサイト：フォーサイト活動における共創 
 
演題：Co-creation in Foresight Processes – different approaches from European Foresight 
Processes 

Prof. Dr. Kerstin Cuhls 
Prof. Dr. Kerstin Cuhls は、1992 年よりフラウンホーファー・システム・イノベーシ

ョン研究所（FhG-ISI）にて科学プロジェクトマネージャーを務める。日本学、中国学、
経済学・経営学を専門とする。ハンブルグ大学にて、日本における技術フォーサイト研
究で日本学の博士号を取得し、それらの知見を未来研究に応用している。クールス教授
は、欧州委員会の EFFLA(European Forum for Forward-Looking Activities)、RISE ハイ
レベル専門家グループ、Strategic Foresight 専門家グループのメンバーである。また、
欧州委員会の第 5 回 SCAR Foresight を実施した SCAR Foresight の専門家メンバーで
もある。内外及び地域における政府当局の調査プロジェクトにおいて、膨大なレパート
リーのフォーサイト手法を開発している。 
 
はじめに 
 フォーサイトにおける共創の重要性は高まっているが、本日はヨーロッパの観点か

ら話したい。フォーサイトのプロセスに多くの人を関与させることは、日本におい
てもヨーロッパにおいても課題はあるが、プロセスに実際に参加すると、多くは、
プロセスを気に入り、もっと関与したいとなる。共創活動を通じてクリエイティブ
になる、将来に対して個人的な意見を持つ、皆で未来を創るということに関心を持
つようになる。 

 
フォーサイトについて 
 フォーサイトには様々な定義があるが、我々は、フォーサイトとは異なる複数の未

来そして複雑な未来に関しての体系的なディベートであると考えている。様々な意
見を持つアクターと議論をしていくことが共創アプローチであり、フォーサイトの
プロセスの中でどの時点においてもいろいろな形で様々なアクターが関与できる。 

 1990 年代に私は日本の NISTEP に籍を置いたことがあるが、当時日本ではデルフ
ァイ法に基づくフォーサイトが行われていた。私はその手法をドイツの国レベルで
導入した。幅広い分野を対象にしてテーマごとに、ステップ・バイ・ステップのや
り方でフォーサイトを行った。はじめは科学技術の問題を取り扱っていたが、次第
に社会的な問題にも焦点を当てるようになった。 

 フォーサイトプロセスに人々を関与させ、実施側も学んでいくのがフォーサイトに
おける共創である。これを通じて関与者が創造的になり、個人的な意見を持つこと
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ができる。そして未来をつくることに関心を持つことにつながる。 
 
フラウンホーファー・システム・イノベーション研究所（FhG-ISI）のフォーサイト 
 FhG-ISI は非営利団体である。我々はプロジェクトベースでフォーサイト活動を行

っており、そのクライアントは、ドイツの省庁や政府機関、欧州委員会、民間企業
など様々である。クライアントが持つ様々な課題やクエスチョンに応じて、多様な
フォーサイトを行っている。FhG-ISI では、伝統的なイノベーション研究を行うと
ともに、将来の設計や未来の包括的な評価にも関与している。また、イノベーショ
ンシステムにおける人、アクターは我々にとって重要な観点である。 

 
図表 3-70 FhG-ISI のコンピテンスセンターとビジネスユニット 

 
 FhG-ISI には、部門に相当する 7 つのコンピテンスセンターがあり、そのうちの一

つが Foresight センターである。未来と社会、そして未来に向けた対話をテーマと
した活動を行っている。そこではアクターを実際に対話に巻き込み、共創的な対話
を促し、様々な方法論を用いてフォーサイトを実施し戦略設計を行っている。 
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図表 3-71 FhG-ISI のフォーサイト・サイクル 

 
 フォーサイト活動のプロセスを模式化したものが、フォーサイト・サイクルである

（図表 3-71）。欧州では、フォーサイト・サイクルにおいて何を取り入れるべきか
合意した上でフォーサイトを実施している。我々のフォーサイト・サイクルでは、
各過程に共創に基づく洞察性（Insight）を取り込み、クライアントだけでない多様
なステークホルダーからの洞察を取り込んでいる。 

 そこではまず、ホライズン・スキャニングなどの方法による環境スキャニングを行
う。その次に、クライアントの課題や質問に対する洞察を得て、意味付け”sense-
making”を行う。そこでは、クライアントの未来に対する問いは何か、未来につい
て何を知りたいのかを明確にすることが重要である。 

 それから、クライアントを取り巻く様々な状況や環境を考慮した上で戦略策定を行
う。最後はアクションであるが、創造力を生かして、様々な手法を導入しなければ
ならない。ここは研究資金を供与されて実施していた昔のフォーサイト活動では対
応ができないところである。当初は困難もあったが、FhG-ISI ではうまくいってい
る。またこのサイクルは、今後何をしていくかといった’Mission’や’Vision’創出に
も使うことができる。 
 

フォーサイトへの参加の形 
 欧州レベルではビジョンを得るためのフォーサイト活動が活発に行われている。ビ

ジョンは、特に研究開発やイノベーション分野で必要であり、ますます市民の関与
が増加している。いつものメンバーでの議論だけでなく、より多くの人たちのより
多くの視点を導入し、多くのアイディアや異なる見方を得るのである。また、ハイ
レベルの専門家でも市民であることを認識する必要がある。このような専門家が、



60 

議論を通じて、観点・観方を変えていくということもある。 
 

図表 3-72 フォーサイト活動における共創と参加 

 
 フォーサイトへの参加や創造性を発揮する方法については、多くのやり方があ

る。ハイレベルの専門家のみ関与させるアプローチもあり、より広い市民を取り
込むアプローチもある。また、参加者を小人数に限定する手法もあり、多数の人
が参加する手法もある。 

 インターネットやその他のプラットフォームを活用して社会一般の人にリーチす
ることもできるが、何を達成したいのかその目的を明確にすることが重要であ
る。非常に多くの人々が議論すると、最終的に分析不能になる可能性もある。
FhG-ISI は市民対話のデータを収集しているが、分析は難しく、参加の方法論が
不可欠である。他にも、例えば、デルファイ調査とその解析、書誌情報分析、大
小のグループによるオンライン／対面やオープン／クローズドの議論など様々な
形態がある。 

 多様なステークホルダーとの議論において重要なことは、全ての意見を受け入れ
ることである。参加者は時に政治的に正しい言葉遣いでなかったり、モデレータ
ーと考えが全く違っていたりするかもしれないが、それらを受け入れることで、
議論における透明性や、オープネスを確保することが重要である。政府・省庁の
ハイレベルなところで、受け入れることができない議論が出てくることもある
が、そことは異なる外のスペースでの議論であることを認識すべきである。 

 また一方で、専門家グループが政策決定者のための小規模でクローズドな議論を
多様ではないメンバーで行い、未来予測の詳細を深掘りすることもあろう。 



61 

CIMULACT（Citizen and Mutli-Actor Consultation on Horizon 2020）について 
図表 3-73 CIMULACT の概要 

 
 EU レベルで行われたプロジェクトとして”CIMULACT”がある。これは、EU の

研究開発枠組み計画（FP9）「Horizon Europe」に欧州市民のアイディアをインプ
ットすることを目的として実施されたものである。パンデミック前に完全オフラ
インでヨーロッパ全土でワークショップを行った。成果の多くが政策形成に活用
されたとは言えないが、プロセスは非常に興味深く、多くの有用な提案が含まれ
ている。 

 
図表 3-74 クラスター化ワークショップ 
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 最初のステップとして、全 EU 加盟国で標準化されたワークショップを実施した。
アカデミア、産業、市民、学生などがオープンな形でワークショップに参加し、新
しい枠組み計画（FP）へのニーズ側からの需要・期待を議論した。その後、出され
たアイディアをクラスタリングするワークショップを実施した（図表 3-69）。通常
ワークショップを行う場ではない教会のなかで開催した。そこでは、小さなグルー
プで、あるいは全体で、アイディアから出てくる様々なビジョンを議論した。ビジ
ョン選択の作業を経て、12 クラスター、26 社会ニーズを特定した。さらに、プロ
セスを継続・発展させ、その意義を追求していった。議論の結果のまとめはテンプ
レート化し、ホワイトボード上の議論結果を、オンラインで見られるようにしてい
る。 

 

図表 3-75 CIMULACT プロジェクトのフロー 

 
 ２番目のステップは、将来の研究・イノベーションのアジェンダの特定である。こ

れは市民のビジョンから発生したボトムアップ型のプロセスで、社会ニーズに基づ
くビジョンを解釈し実際の政策に形作っていく作業である。 

 この共創ワークショップ（2016 年実施）では、まず、展示会方式でこれまでの検討
結果を提示し、インプット情報として参加者に届けた。参加者には膨大な資料を読
む時間がないことが、展示会方式採用の理由である。参加者は、展示された情報に
なじんでから、小グループで議論を行った。専門家やプロジェクト関係者なども含
む 12 のグループで市民が作業し、アイディアを文書化しテンプレートにまとめた。
その結果、48 のリサーチプログラムと小シナリオにまとめられた。 
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図表 3-76 全欧州カンファレンスの様子 

 
 これらを統合して、次のステップである全欧州カンファレンスにつなげた。リサー

チトピックを欧州レベルで精緻化し、専門家、プロジェクトオフィサー、
CIMULACT チームの参加者に提示した。得られたドキュメントを集めて、最終選
択を行い、複数のプログラムを欧州委員会に提出した。 

 成果報告書では市民から提出された 23 のリサーチトピックを取り上げた。その他
の勧告も行い、新しい枠組み計画策定に貢献することが期待されたが、残念ながら、
欧州委員会にはあまり伝わらなかったように感じている。重要なことは、成果を手
渡しするだけでなく、組織の中とつながることと、そして誰に届けるかということ
も同時に重要である。 
 

ドイツのハイテク戦略における参加型プロセス 
図表 3-77 ドイツハイテク戦略 
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 政策形成との関係でよりうまくいった事例として、ドイツの例ではハイテク戦略に
かかるビジョンの形成プロセスがある。ハイテク戦略は首相府において策定作業が
行われると同時に、連邦教育研究省（BMBF）が組織したハイテクフォーラム等で
も検討される。ハイテク戦略では 12 のミッション（様々な社会課題、オープン・
イノベーション、リスク文化、ドイツの将来の競争力、生活の安全安心等を含む）、
３つの重点分野が既に特定されている。 

 

図表 3-78 ハイテクイノベーション戦略における参加型プロセス 

 
 これらの 12 のミッションを再度クラスタリングして、地域参加型の共創ワークシ

ョップを様々な地域で行った。テーマは、農林業における AI、ヘルスケアにおける
バイオ×IT のイノベーション、サステイナブル・モビリティ、サーキュラー・エコ
ノミー、柔軟性のある科学キャリア、地域変革のための市民参加、オープンサイエ
ンスなどである。専門家も入りつつ、市民参加によるワークショップで議論を進め、
その結果はハイテク戦略の検討に直接的にインプットされた。このような政策に戻
るパスがあったため、次のステップにつながっている。 
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フォーサイト・オンデマンド：COVID-19 後のシナリオ
図表 3-79 COVID-19 後のシナリオの概要 

 最後に紹介するフォーサイト・オンデマンド（Foresight On Demand）COVID-
19 後のシナリオのプロセスでは、クライアントである欧州委員会自体が参加者
でもあり、共創ワークショップ等にも参加している。このプロジェクトでは、欧
州の COVID-19 後のシナリオ、人類が迎える全く新しい世界について 2040 年を
視野に見ようとした。

1) ホライズン・スキャニング
 まずは古典的なやり方として、ホライズン・スキャニング、文献研究を行い、バ

ックグラウンドペーパーを作成した。
2) シナリオスプリント（Scenario Sprint）
 次にシナリオを短期間で作成するシナリオスプリントを行った。最初にワークシ

ョップを開催し、インフルエンス・マトリックス等を用いて、経済的・政治的要
因など、我々が見ていくべき主要な要因は何か、定義を行った。

 そこから、想像力を用いて、2040 年に向けて様々な前提や代替案を置き、経済・
保健システムなど 23 の要因がそれぞれどのように展開していくかを見た。ここ
では欧州委員会などから多様な観点が持ち込まれた。もちろん文献調査の結果も
利用している。

 また、欧州委員会内の新たなネットワークである Horizon Europe ネットワーク
のフォーサイト関係者や欧州委員会のあらゆる部局の関係者が参加した。つまり、
欧州委員会のそれぞれの部局の情報や様々な観点を持った人々が関与している。
彼らが共同で、様々な前提・代替案を検討した。
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 続くワークショップでは、将来につながる道筋を検討した。先ほど紹介した
CIMULACT は完全オフライン、それからドイツのハイテク戦略はオフラインと
オンラインでしたが、このプロジェクトはすべてオンラインであった。ビデオツ
ールや MURAL ボードも活用された。政策形成に関し様々なランクの関係者が
作業を行い、異なる前提を将来の異なる道筋につなげた。

図表 3-80 シナリオワークショップの概要 

 ワークショップでの作業を通じて、４つのシナリオが作成された。「長い景気後
退」や、「’通常’状態に戻る」というシナリオが代表的である。ここでいう’通常’

状態とは、今までの通常状態とは異なり、大きく変容した日常生活を意味する。
さらには「Big tech が欧州を乗っ取り変容させる」や、「循環型への試行と現実生
活でのエラー」である。

 これらはすべてネガティブであり、欧州委員会がもう少しポジティブなものが必
要ということで、ポジティブな前提等を抜き出し統合して「緑のユートピアー新
たな希望」というシナリオを追加した。
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図表 3-81 5 つのシナリオ 
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 シナリオについては詳しく述べないが、ここにあるスライドや画像を用いて、欧
州委員会やプロジェクトのオーガナイザーであるコンソーシアムのメンバーが、
ストーリー作成を行った（図表 3-81）。
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3) デルファイ
図表 3-82 デルファイ調査とセンスメーキング 

 デルファイ法自体は共創手法ではないが、妥当性確保のために必要である。我々
は非常にクリエイティブなやり方で、2040 年に向けて変わっていくであろう問
題や政策課題を抜き出してデルファイ・ステートメントとして作成し、デルファ
イ調査を行った。収集した意見を判断するため、再び 111 人の専門家による議論
が行われた。提示された膨大な情報は、シナリオやストーリーの中に埋め込まれ
た。

フォーサイトの将来
 オフラインで行われてきたフォーサイト活動はオンラインに移行していくだろう。

オンラインのワークショップではオンラインボードを用いて、従来とは異なるコン
セプトや手法を導入したものになる。アイスブレークやアイディア提出・評価・投
票も多様なツールを用いてネット上で行われるなど可能性が拡がる。一方で、参加
者間の議論をどう構造化していくかは引き続き重要であり、ファシリテーションが
重要である。共創ワークショップは、タスクの特性に応じてオンラインとオフライ
ンのハイブリッド、あるいはブレンド型で行うべきである。

 市民の関与への要求はますます高まっている。フォーサイトに有用な形で市民を参
加させるのには困難を伴うが、オンライン化によりさらに困難になる可能性がある。
彼らの関心の低さや専門家や産業界の参加者との議論に参加したくないとかでは
なく、時間制約や情報過多の問題をどう解決するかが重要である。

 今我々に必要なのは、より多くのスポンサーやクライアントを直接関与させること、
オープンでクリエイティブなワークショップを行うことである。異なるレンズを通
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して未来を見るプロセスに関与してほしいと思う。 
 
 
3.3.2 欧州におけるフォーサイト：未来を理解し共に形作るための参加型未来洞察 4 
 
演題：Examples of participatory futures processes to understand and shape the future 
collaboratively 

Ms. Tanja Schindler 
Ms. Tanja Schindler は、精力的かつ国際的に活躍する様々な賞を受賞したフューチ

ャリストであり、フォーサイト、イノベーション、リーダーシップ、戦略といった分野
で 7 年以上の研究実績を有する。グローバルなコミュニティである Futures Space の創
設者であり、様々な国のメンバーと共に未来を探求している。また、欧州委員会におけ
る参加型の未来デザインに焦点を当てたフォーサイト・プロジェクトを主導している。
2021 年 1 月からは、Association of Professional Futurists の副会長も務めている。 
 
はじめに 
 本日は２つのプロジェクトを紹介したい。欧州委員会からの委託により行った

2050 年の未来社会のストーリー（Stories from 2050）、そしてオンライン上の国
際的なコミュニティ（Futures Space）で行われている未来を共創する取組みであ
る。 

Stories from 2050 
 “Stories from 2050”は、2050 年からのストーリーである。なぜストーリー・物語

が重要か。我々は皆、物語からできている。例えば子供にものごとを教えたり、
人にアドバイスを与えたりする時に物語を用いる。物語は、将来を探求したり、
様々な視点を導入したりするための非常に強力な手段となりうる。 

 欧州委員会は、欧州グリーンディールに関する戦略的長期ビジョン「皆のための
クリーンな地球（A Clean Planet for all）」を有している。本プロジェクトは、示
唆に富んだイメージ・ナラティブを集め、そして創り出すことで、このビジョン
の開発をサポートすることと、市民参加等を通じた欧州グリーンディールの実施
をサポートすることを目的とした。将来の課題や機会をより理解することで、よ
り健康的で、公正で、レジリエントな欧州をつくることが目的である。 

 

  

 
4 発表資料 https://www.canva.com/design/DAE1Fuhbka8/Rtv7uVhEP0CcqDZKf3GSNQ/view?utm_content=DAE1Fuhbka8 
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図表 3-83 プロジェクトの概要 

 
 このプロジェクトは参加型であることが強く求められた。人々は異なる地域で生

まれ異なる言語を話し、将来に対しても異なるビジョンを持つ。様々なアイディ
アを組み合わせて参加型の将来（’Participatory Futures’）を形作るプロセスをと
った。 

 まずは、プロジェクトのコアメンバーが、現在何が起こっていて、それらがグリ
ーンディールへの挑戦において将来的にどのような異なる影響を及ぼし得るか
を把握するため、ウィークシグナルの収集を始めた。さらに、未来に関するスト
ーリーのインプットは二つあった。一つはオンラインプラットフォーム上で、
個々人が持つ未来ストーリーを掲載していった。もう一つは、新しく作成したス
トーリーで、共創プロセスによって、欧州のみならず様々な地域の人が欧州の未
来を検討したものである。 
 

図表 3-84 Story from 2050 プロジェクトの流れ 

 



72 

 ストーリー形成プロセスとして三つの検討ストリームが設定された。焦点を当て
るトピックとして、生物多様性、海洋、気候、エネルギー、農業・食料が設定さ
れ、3 つの検討ストリームそれぞれにおいて用いられた。 

 一つ目の検討ストリーム（黄ライン）は、ストーリーライン設計ワークショップ
である。まず、参加者が見たいと思う 2050 年からのメッセージを出し合い、こ
れらをインプットとしてプラネット・ナラティブを作成するキックオフワークシ
ョップを開催した。尚、ここで作成されたプラネット・ナラティブは、三つの検
討ストリームすべてにおいてインプットとして使われている。その後、人々は
様々な惑星に生活をすることを想像しペルソナを作成し、またエンパシーマップ
も用いるなどしてストーリーラインを作成し、これを用いて未来の１日を描いた。 

 二つ目の検討ストリーム（緑ライン）では、プラットフォーム上の活動が中心で
あり、プラネット・ナラティブも統合している。プラットフォーム上で、環境中
心型の未来のイメージや、未来について感じる恐れや喜びなどの感情について、
参加者からイメージ、ビデオ、記事等の形で提出してもらった。 

 三つ目の検討ストリーム（青ライン）では、プラネット・ナラティブとソーシャ
ルメディア・スキャニング等により収集した情報を用いつつ、専門家による議論
を行った。Three Horizons 手法により重要なステークホルダーを特定し、バック
キャスト的ステップを用いて、最終的にヒーロー物語を作成した。その際、スト
ーリーに描かれた目標やアイディアを達成するために、政策立案者または市民の
視点から何をすべきかを検討した。 

 このプロジェクトの主要かつ難しいパートがプラットフォームであり、「2050 年
からのストーリーへようこそ」と題したプラットフォームを構築し、ディスカッ
ション・ボードなどを用いて参加者が様々なアイディアを共有できるようにした。 
 

プラネット・ナラティブ作成 
図表 3-85 キックオフワークショップ 
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 キックオフワークショップでは、参加者に、未来の世界に身を置いてもらった。
現在の外挿から見える未来ではなく、人々が未来に対して持つ見方を大きく変え
てもらう必要があったため、資源が枯渇し環境が破壊された地球にはもはや住め
ず、それぞれ数名から成るグループが異なる惑星を訪れる設定とした。それぞれ
の惑星は５つのトピック（生物多様性、海洋、気候、エネルギー、農業・食料）
について異なる特性を持っている。参加者は新しい地球（地球 2.0）を探す旅に
出るが、見つかった惑星も上述のトピックに関する問題を抱えている。こうした
中で、惑星をどうやってポジティブに変化させるのかを考えてもらった。 

 参加者が宇宙探索のムードを共有できるよう、ビデオも活用した
（https://vimeo.com/537411013）。 

 
図表 3-86 ナラティブ作成のプロセス 

 
 プラネット・ナラティブ作成の順序は図表 3-81 のとおりである。上述の 5 つの

トピックに対応する Earth、Fire、Air、Water、Life のグループに分かれて、ブレ
ークアウトセッションを行った。まず、惑星の外観や印象を語ってもらった。次
に惑星の性質や目的、そこの人々はどういう考え方を持っているか、どのような
種が住んでいるのか、何がリソースとしてあるのか、何がその惑星で創造されて
いるのかなどを語ってもらった。また、惑星のシステムとして、社会、技術、経
済、環境、政治、居住地、価値観などを説明してもらった。このプロセスは、大
まかには、Sohail Inayatullah が開発した Causal Layered Analysis（CLA）に基づ
いている。 

 4 時間続いたワークショップの最後のプロセスとして、自分の見つけた惑星のよ
いところや、人々が訪れるべきなのか（訪れるべきではないのか）など、自分の
惑星を売り込んでもらうピッチを全体討論で行った。興味深いことに、参加者の
中には、エコシステムが不安定なのでこの惑星へは訪れるべきではなく破壊すべ
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きといった発言をするものがいるなど、地球への環境インパクトと同様の議論を
行っていた。 

 ワークショップ後、各グループは自分の惑星に関する長いナラティブを作成した。
このナラティブは、その後のプロセスにおいて継続的に再利用することになる。 

 
ストーリーライン設計 

図表 3-87 ストーリーライン設計ワークショップ 

 
 数週間後に、ストーリーライン設計のワークショップを開催した。作成済みのプ

ラネット・ナラティブは惑星についての大まかな描写であったが、今回のプロセ
スでは、この想像上の世界にどのような登場人物がいるか説明するものを作成し
た。どのような生物・動物・人がいて、どのような感情を持ち反応をし合うのか、
どのような目的を持っているか等についてアイディアを出した。各参加者が登場
人物を描きだし感情移入してストーリーラインを書き、最終的にその惑星に住ん
でいる人の１日についてのストーリーとした。そして最後に、この惑星がどのよ
うな変化の経路を辿るかも語ってもらった。 
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専門家による検討 
図表 3-88 Three Horizons ワークショップ 

 
 専門家の知見を活用するため、Three Horizons ワークショップを開催した（図表

3-83）。共創的に作成されたナラティブを専門家が分析し、地球の未来ビジョン
という観点からどのように解釈・評価できるか、どのようなアイディア・コンセ
プト・技術らが含まれているのか、トピック毎に議論した（紫のタイトル）。ここ
では Andrew Curry、Anthony Hodgson、Bill Sharpe らが共同開発した手法をベ
ースとしており、将来の到達点、現状、到達への経路について議論するために役
立つ方法である。 

 将来ビジョン（紫のタイル、Horizon 3）について設定した後に、現在に目を転じ、
変わる必要がある事柄、例えば水の領域であれば海洋汚染や水不足など現在うま
くいっていないことを描きだした（左上の緑のタイル、Horizon 1）。次に、現在
ウィークシグナルとして見えている、未来のナラティブの根拠、希望が持てる要
素、望ましい未来に到達する経路を強化しうるものを検討した（左下の黄タイル、
Horizon 3）。続いて、現状に対して何も対応せず、移行が起きなかった場合に受
け入れるべきこと、あるいは保ちたいと思うものについて、右下の緑タイルに示
している。また最悪のケースとして何が起こりうるかの警告を赤のタイルに書き
込んでいる（右下、Horizon 1）。そして最後に、真ん中が転換（transformation）
のスペースである。我々はどこに行きたいか、どのようなシグナルが出ていて、
政策はどうしたらいいのか、どのような技術が必要なのか、人々は行動をどう変
えたらいいのかを検討した（真ん中の緑タイル、Horizon 2）。 
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図表 3-89 ステークホルダーとヒーロー物語 

 
 数週間後に開催した２回目のワークショップでは、ステークホルダーとヒーロー

物語を検討した。Three Horizons で作成したフレームワークを使用し、次に、ど
こで遷移が生じ、今後どのような方向に行きたいかをみるためにクラスタリング
を行っている。続いて、ステークホルダー（市民、政府など）がやるべきことを
検討し、最後に、紫タイルに示されているビジョン実現にはどのようなステップ
が必要なのか、ステークホルダーは何をすべきかなど、バックキャスティングを
行った。 

 最後はヒーロー物語の作成である。登場人物はどうなるのか、望ましい未来に到
達するために市民社会、政府は何をしたらよいのか、学ぶべきことは何なのか、
どのようなツールが必要か、どのような人とつながるのか、地域や国の役割は何
かなどを検討した。これらはテンプレートに沿ってまとめられた。 
 

結果の統合 
 最後に、専門のストーリーライターに依頼し、共創的プロセスを経た一般市民か

らのインプットと専門家からのインプットを合わせて、各トピック３～４ページ
程度の 2050 年ストーリーを作成し、公開している 
（https://www.storiesfrom2050.com/stories）。このようなプロセスを経ることで、
クリエイティブかつオープンに 2050 年のストーリーを作ることができた。ワー
クショップでの議論も含めて公開されている。 
 

フューチャースペースについて 
 フォーサイト活動の能力開発のため、世界の知識を集めてどのようなトピックを
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見出すか、これがフューチャースペースにおける活動である（community.futures-
space.com）。 

 これまでの３年間にフューチャリストのネットワークをつくり、現在 80 か国以
上、500以上の都市に住む 1,100 以上の人が参加している。異なる専門性を持ち、
経歴も様々な人々が、未来に関する対話を行っている。 

 これは、代替的な未来を考えるワークショップとして 2019 年に始まった。最初
はオフラインで、ベルリンで半年間に６回のワークショップを行い、徐々に共創
の形をとるようになった。未来の仕事、食物、家、モビリティなど、様々なテー
マを扱っている。ベルリンは人種のるつぼで、多様な人が参加したが、活動拡大
のためオンライン方式とした。これはパンデミック前の 2020 年のことである。 

 最終的には、この空間の中に人々をまとめていき、自分たちの未来をつくってい
きたい。フォーサイト手法を理解し、ナラティブをまとめ、共有していくことを
目標としている。様々な国、文化の未来について考え、参加者の洞察をフォーサ
イトに取り込んでいく。 
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4. 今回の講演から見る海外のフォーサイト活動について 
 
セミナーから得られたフォーサイト活動について、その目的と手法をまとめたのが図

表 4-1 である。ロシアやタイからは国家戦略等へのインプットに向けた活動事例、エジ
プトや EU（After the new normal）からはコロナ禍後の社会と研究・イノベーションと
の関わりを検討した活動事例、中国上海市と EU（CIMULACT、Stories from 2050）か
らは持続可能な望ましい未来を検討した活動事例が報告された。 
 

図表 4-1 フォーサイト活動事例（セミナー事例より） 

事例 概要 主な手法 
科学技術フォーサイト 
（ロシア・HSE ） 

国家戦略のための科学技術フォー
サイト 

ビッグデータ分析 
定量的分析 
専門家の意見・結果の検証 

COVID-19 後のエジプト 
（エジプト・ASRT） 

COVID-19 後のエジプトの将来に
関する研究（輸送、ICT、産業、教
育、科学研究） 

デルファイ法 
シナリオライティング 
フューチャーホイール法等 

ポスト COVID-19 フォーサ
イト（タイ・国家高等教育科
学研究イノベーション政策
審議会） 

COVID-19 収束後に取るべき政策
立案に資することを目的に実施（中
核戦略を政策審議会に提示）。 

スキャニング 
シナリオライティング 
インタビュー 
STEEPV 分析 

技術フォーサイト（中国上海
市 科学学研究所） 

2035 年のグローバルなイノベーシ
ョン都市のビジョン策定、ミッショ
ン指向型技術フォーサイトを実施。 

俯瞰的フォーサイト 
キーテクノロジーの体系的
分析 

CIMULACT 
（EU：欧州連合による助成
を受けた研究プロジェクト） 

持続可能な望ましい未来について
のビジョンを策定し、将来の研究・
イノベーション政策やテーマに係
る提言 

ワークショップ 
市民調査 
ビジョン策定 

After the new normal 
（EU：欧州連合による助成
を受けた研究プロジェクト
[Foresight on Demand]） 

ポスト COVID-19 時代に欧州社会
に利益をもたらす研究・イノベーシ
ョン政策の選択肢を明らかにする。 

メガトレンド 
New signal の探索 
シナリオスプリントワーク
ショップ（シナリオ策定） 

Stories from 2050 
（EU：欧州連合、欧州環境庁
による助成を受けた研究プ
ロジェクト [Foresight on 
Demand]） 

地球に住めなくなるとの前提で、ラ
ディカルなシナリオを作成。 

ワークショップ 
専門家パネル 
ストーリー、ナラティブ 

 
 以降、各事例の概要、プロセスや手法に係る課題等を示す。 
 
4.1. ロシア「科学技術フォーサイト」 

（１）概要・目的 
科学技術フォーサイトは、ロシア連邦にとって国家戦略計画立案の重要な要素の 1 つ

であり、これに基づいて、ロシア連邦の優先度の高い科学技術分野と重要技術が特定さ
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れる。このような科学技術フォーサイトに関する研究は、すべて国家レベルで提供され
るものであるが、HSE では、セクターレベルでも科学技術フォーサイトを行っている。
国家レベルの科学技術フォーサイトは、セクターレベルのフォーサイトの背景として利
用される。また、地域レベルでも、特別開発戦略や地域開発プログラムのような活動が
あり、そこでもフォーサイトが利用される。 
ロシア HSE における科学技術フォーサイトはアプリケーション駆動型である。科学

技術だけでなく、より広い分野の科学技術の R&D に関するグローバルな課題およびト
レンドを特定する。科学技術の発展に関するシナリオを練った上で、異なる選択肢を用
いたり、外的要因を考慮したりして、科学技術の発展に関するシナリオを特定する。こ
のシナリオに基づいて、市場、製品・サービス、新興技術、新しい研究分野など、政府
や社会が取り組むべきアプリケーションの重要なポイントを特定する。これに基づいて、
国家として優先的に取組むべき政策事項が特定され、この優先事項の実現や実施のため
のロードマップが作成される。 
 HSE の科学技術フォーサイトには、科学技術の展開に影響を及ぼすグローバル・ト
レンド分析、現在の科学技術水準の評価、科学技術の展開に関するシナリオの構築等が
含まれ、これらを踏まえて、科学技術に関連するセクターや分野別の予測を行い、科学
技術政策への提言が行われている。 
 

図表 4-2 ロシア HSE「科学技術フォーサイト」の概要 

項目 内容 
実施期間 15 年以上（フォーサイト研究全般） 
予測対象年 （2030 年のロシアの科学技術フォーサイト研究が含まれる） 
手法 国家戦略計画立案等に資する科学技術フォーサイトで、以下のような手法

が使用されている。 
 ビッグデータ分析 
 計量書誌学的分析、特許分析 
 統計分析 
 文献調査 
 意味論分析（トレンド、新製品および市場の特定） 
 ウィークシグナル、ワイルドカード 
 STEEPV、SWOT 等 
 専門家インタビュー、パネル 
 カンファレンス、ワークショップ 

関与者 専門家 
手法 ○ 文献調査 
 〇 専門家パネル検討 
 ○ 専門家以外パネル検討 
 ○ スキャニング／トレンド分析 
 〇 ワークショップ 
 ○ シナリオ 
 〇 デルファイ 



80 

項目 内容 
 ○ SWOT 
 〇 インタビュー 
 〇 その他 

iFORA（Intelligent Foresight Analytics System）：知的フォーサイト
分析システム（知的なビッグデータ分析ツール） 
検索条件の乗算器（Multiplier of Search Conditions）：大量の非構
造化データを処理するために使用 

出典・参考 講演資料 
 

（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
講演を踏まえて、HSE 科学技術フォーサイトの主なプロセス等を示す。 
 グローバル・トレンド分析 
 大きな世界トレンド（例えば新産業革命）に対する主要トレンドを特定。 
 主要トレンドに含まれる小さなトレンドを特定し、それぞれについてドライバ

ー及び障害を特定。 
 科学技術、経済、環境、政策および価値観に対する評価（STEEPV）。 
 ロシアにとっての機会と課題を特定。 

 将来トレンドのタイムライン作成 
 将来市場分析（トレンドに基づき、重要な市場を特定） 
 テクノロジー・インパクト分析（技術の経済やセクターへの影響を評価） 
 センター・オブ・コンピテンスの特定（キープレーヤーの特定） 
 ワイルドカード分析（ワイルドカードの識別と確率評価） 
 労働市場に対するテクノロジー・トレンドの影響分析 
 将来スキルのトレンド分析（どのスキルが、どの職業で必要とされるか、既存の

職業や新興の職業の中でどのスキルが必要とされるのかを分析） 
 科学技術の優先順位付け 
 これまでの検討から今後必要とされる主要技術を特定。 
 文書や予測文書に基づいて社会や経済における主要な問題を特定し、新技術や

製品・サービスと照合して重要技術リストを作成。 
 テクノロジー・ロードマップの作成 
 科学技術のフロンティアに関する分析（急速に発展した主要な分野を特定し、

世界の研究のキーフロンティアを分析）。 
➁課題 
 AI によるビッグデータ分析への依存 
 AI ツールによるビッグデータ分析は重要であるが、すべて分析できるわけで

はなく、人間の専門家の関与が必要である。 
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 フォーサイト研究のモビリティ 
 大きなプロジェクトには資金が必要である。グローバルフォーサイト実施に当

たって、ユネスコなど国際機関の枠組を活用することで、途上国と緊密な関係
を築くことができる。様々な専門家を交えて、オープンに取り組む必要がある。 

③新規性 
 未来のスキル需要に関するフォーサイト（大学の教育プログラム検討に繋げる） 
 科学技術のフロンティアに関する分析（世界の研究キーフロンティア（急速に発

展した分野）を特定・分析し、国の科学技術計画の見直しに利用する） 
 
 
4.2. エジプト「Egypt Beyond COVID-19」 

（１）概要・目的 
ジプト科学研究・技術アカデミー（ASRT）は輸送、ICT、産業、教育・高等教育、科

学研究など重要部門における COVID-19 後のエジプトの未来に関するフォーサイトを
実施した。 

 
図表 4-3 エジプト ASRT「Egypt Beyond COVID-19」の概要 

項目 内容 
実施期間 不明 
予測対象年 COVID-19 後の中長期的未来 
手法 デルファイ法、シナリオライティング法、フューチャーホイール法など 
関与者 専門家 
手法 ○ 文献調査 
 ○ 専門家パネル検討 
  専門家以外パネル検討 
  スキャニング／トレンド分析 
  ワークショップ 
 ○ シナリオ 
 ○ デルファイ 
  SWOT 
  インタビュー 
 ○ その他（具体的な例：フューチャーホイール法） 
出典・参考 講演資料 

 

（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
 前高等教育・科学研究大臣、研究所・大学研究者など、約 400 名の専門家が参加。 



82 

 デルファイ法、シナリオライティング法、フューチャーホイール法などを適用。 
 未来に影響を与える要因、COVID-19 の直接的・間接的な影響、技術や社会の影

響などを分析。 
 未来社会形成の駆動力となる要因を考慮して、シナリオ作成。 
 エジプトでは、水予測 2025 においても、課題の可視化のため、フューチャー

ホイール法を用いている。これは、スキャニングを踏まえ、将来トレンドや事象等の
影響を把握するために、シナリオ、ビジョン検討の最初段階で整理される問題マップ
である。 

 
図表 4-4 フューチャーホイール法の概要 

 
 
➁課題 
 政策決定者のフォーサイトへの関心の低さが課題であったが、現在は国家レベル

での戦略的フォーサイト活動が多数行われ、その一部は大統領から支援を受けて
いる。政策決定者の文化が変わりつつあり、フォーサイトの発展が見込まれる。 

 
 
4.3. タイ「ポストコロナ・フォーサイト」 

（１）概要・目的 
タイのポストコロナ・フォーサイトは、国家高等教育科学研究イノベーション政策審

議会事務局（NXPO）のプロジェクトであり、新型コロナウィルス感染症の収束後に取
るべき政策立案に資することを目的として実施された。フォーサイトツールのうち古典
的アプロ―チにより、タイにおけるポストコロナの経済的状況に関して可能性のある 4
つのシナリオを作成した。国家高等教育科学研究イノベーション政策審議会事務局は、
このシナリオに基づいて、ポストコロナに関する中核戦略を審議会に提案した。 
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図表 4-5 タイ NXPO「ポストコロナ・フォーサイト」の概要 

項目 内容 
実施期間 COVID-19 アウトブレーク直後から数か月（2020 年 4 月 30 日の段階

でドラフトを発表） 
予測対象年 COVID-19 がある程度収束した時期〜数十年後（対象時期の設定なし）。

感染が継続する状況も考慮。 
手法 著名な国際機関やコンサルティング機関の公表資料などから得た情報

を検討。 
 専門家・有識者パネルによる意見収集。 
 STEEPV によるトレンド分析。 

関与者 専門家 
手法 ○ 文献調査 
 〇 専門家パネル検討 
 ○ 専門家以外パネル検討 
 〇 スキャニング／トレンド分析 
  ワークショップ 
 〇 シナリオ 
  デルファイ 
  SWOT 
 〇 インタビュー 
 〇 その他（STEEPV） 
出典・参考 講演資料 

 

（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
 以下のプロセスにより、新型コロナウィルス感染症の継続性やその経済的影響の

パターンを設定して、想定される四つのシナリオを作成した。 
 国際機関やコンサルティング機関の公表資料などから得た情報を検討する。 
 専門家・有識者パネルで会合を行い、意見を収集する。 
 STEEPV により社会的・技術的・経済的・政策的・価値的な視点からトレンド

分析を実施、不確実性の要因やウィークシグナルを特定する。 
➁課題 
 フォーサイト結果を政策立案者に説明する場合、簡素化する必要がある。また、

政策策定に係るステークホルダーを考慮する必要がある。 
 AI によるビッグデータ解析には、質の高い入力情報が必要である。また、専門家

や政策策定者などの見方を加える必要がある。 
③新規性 
 外部環境の不確実性に対応するため、STEEP に V（Values）を加えた STEEPV の

枠組みを用いて、不確実性の要因やウィークシグナルを探索している。 
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4.4. 中国上海市「テクノロジー・フォーサイト」 

（１）概要・目的 
上海市科学学研究所（SISS）では、2035 年に向けて、上海をグローバルなイノベー

ション都市にしていくことを目的として、三つのビジョン（エコシティ、イノベーショ
ン都市、人間中心の都市）がどのような技術イノベーションにより達成されるのか、ミ
ッション指向型の技術フォーサイトが実施された。研究の枠組みは以下のとおりである。
キーテクノロジーと未来都市インサイトを組み合わせてシナリオを作成した。 
・ 上海が 2035 年にグローバル・イノベーション都市なるための洞察 
・ 上海のキーテクノロジーの抽出と評価 
・ シナリオ作成とミッション設定 
 

図表 4-6 上海市 SISS「テクノロジー・フォーサイト」の概要 

項目 内容 
実施期間 2018 年〜 
予測対象年 2035 年 
手法  未来洞察 

主要グローバル都市のビジョン等の分析および技術水準評価等をも
とに上海がグローバル都市となるための目標を特定。 

 データ分析 
社会や技術の動向分析、論文等データ分析によるホットエリア特定、
国内外の技術レポート分析、多元データ分析（マルチデータ抽出分
析プラットフォーム構築、政策、生活、研究、産業等の情報を自動
収集）等。 

 キーテクノロジー選定と評価 
データ分析に基づき、キーテクノロジーリスト作成。技術の重要度
や特徴を明確化。 

 シナリオ作成 
 

関与者 専門家 
手法 ○ 文献調査 
 〇 専門家パネル検討 
 ○ 専門家以外パネル検討 
 〇 スキャニング／トレンド分析 
  ワークショップ 
 〇 シナリオ 
 〇 デルファイ 
  SWOT 
 〇 インタビュー 
 〇 その他（マルチデータ抽出分析プラットフォームを使用した、

ウェブサイト情報のセグメンテーション・語彙分析等） 
出典・参考 講演資料 
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（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
上海をグローバルなイノベーション都市にしていくためのキーテクノロジーに焦点

を当て、ミッション指向のプロジェクトを実施した。 
 グローバル未来都市の洞察 
 主要グローバル都市等の分析（ビジョン、技術動向、都市計画の特徴、ニーズ

等に関する情報に基づく）、上海市の技術レベル評価を実施。3 区分（科学技術
発展、マクロ環境変化、都市開発）計 16 の未来都市洞察を導出。 

 キーテクノロジーリストの選定 
 社会及び技術関連情報を収集・分析（グローバル都市におけるホット科学技術

トピック、論文等の総合分析、科学技術関連レポート分析、ウェブサイト情報
のセグメンテーション・語彙分析等に基づく）。 

 4 分野（情報・インテリジェンス、バイオ創薬、先進製造・材料、エネルギー・
環境保全・交通）＋1 横断的領域に関して 426 のキーテクノロジーを特定。 

 専門家パネルやデルファイ調査によるキーテクノロジーの評価（Top20 を特定。
イノベーションにおける位置づけ、主要プレーヤー等の詳細情報）。 

 シナリオ作成 
 グローバル未来都市に関する 16 の洞察と 426 のキーテクノロジーを組み合わ

せ、4 つのモジュール（基礎研究、地域イノベーション、スマートシティ、市
民の幸福感向上）を特定し、これらをサポートする研究や技術を特定。 

 2035 年に向けた上海の発展に関する 4 つのシナリオと 12 のシーンを作成、こ
れを踏まえて 40 のミッションを提言。 

➁課題 
 フォーサイトの成果測定が求められる。 
 メタバースなど、現在のフォーサイト活動の範囲を超えた情報が政策立案者から

要求されることがあり、こうした新規性の高い事項への対応も必要となる。 
 政策立案者はすぐに回答を求めるが、フォーサイトのプロセスには時間を要する。 
 フォーサイトが地域の政策立案に役立つものになるには、グローバルな視点を持

ってローカルに役立てる視点が重要である。 
③新規性 
 マルチデータ抽出・分析プラットフォームを利用して、ウェブサイト情報のセグ

メンテーション・語彙分析等を行い、新興技術に関するホットワードを特定し、
ウィークシグナルを見つけ出そうとしている。 
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4.5. EU「CIMULACT」 

（１）概要・目的 
CIMULACT は、欧州の研究・イノベーションの課題を再定義し、それによって研究・

イノベーションを社会にとって適切で責任あるものにするために、市民を巻き込んで行
われた。このプロジェクトでは、欧州 30 カ国の 1,000 人以上の市民が、持続可能な望
ましい未来についてのビジョンを策定し、他のアクターと議論しつつ発展させ、将来の
研究・イノベーション政策やテーマについての提言を作成した。その目的は市民のアイ
ディアを特定し、ＥＵの研究枠組計画 Horizon Europe に取り込むことである。 
プロジェクトでは、オープンなアイディアを募るべく、全 EU 加盟国でワークショッ

プが開催され、アカデミア、産業界、市民、学生などがオープンな形で参加した。 
CIMULACT は、技術評価、科学普及、イノベーション、研究、コンサルティングの

分野の組織からなる欧州コンソーシアムがメンバーで、デンマーク技術財団がコーディ
ネートした。 
 

図表 4-7 EU「CIMULACT」の概要 

項目 内容 
実施期間 2015 年〜2018 年 
予測対象年 Horizon Europe の実施対象年 
手法  国家ビジョン作成 

ワークショップにより、30 か国 36 人の市民が６つの国家ビジョンを作成 
 ビジョンカタログ作成 

ワークショップにより、1000 人以上の市民が 179 のビジョンを作成 
 社会ニーズ特定 

ワークショップにより、179 のビジョンをクラスタリング、26 の社会ニ
ーズを特定 
 研究プログラムシナリオ作成 

ワークショップにより、市民と専門家が 26 の社会ニーズに基づき 48 の
研究プログラムのシナリオ共創 
 研究プログラムシナリオの肉付け 

48 の研究プログラムシナリオをオープンにオンラインで議論。シナリオ
を肉付け。優先課題の特定。 
 研究トピック確定 

全欧州カンファレンスで研究トピックを特定、政策の選択肢の検討、研究
トピックの確定。 

関与者 専門家、市民 
手法 ○ 文献調査 
 ○ 専門家パネル検討 
 ○ 専門家以外パネル検討 
  スキャニング／トレンド分析 
 ○ ワークショップ 
 ○ シナリオ 
  デルファイ 
  SWOT 
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項目 内容 
  インタビュー 
 ○ その他（具体的な例：オンラインのオープンな討論） 
出典・参考 講演資料 

 

（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
ワークショップが重視され、オープンなアイディアを得るため、標準化されたフォー

マットで、28EU 加盟国及びノルウェー、スイスで実施された。ワークショップ間で差
異が生じないよう、実施にあたり調整もなされた。アイディアのクラスタリング、シナ
リオ創出、研究領域の特定のために、様々なフォーマットが用いられた。専門家による
研究領域の特定の手法も併用された。全ての国に対する報告書が作成され、検討結果は
政策提言とともに、将来の EU 研究枠組計画への示唆として欧州委員会に提供された。 
➁課題 
 大規模かつ組織的に行われたフォーサイト活動であったが、欧州委員会が実際に

その結果を十分活用したとは言いがたい。 
③新規性 
 市民がフォーサイト活動に関与し政策提言を行った参加型プロジェクトであった。 
 同様のワークショップを連続的に行った設計であったため、検討されるトピック

の意義を後続のワークショップで発展させて追求する必要があった。このためホ
ワイトボードを使ったトピック記述を電子テンプレートに替え、オンラインで提
供した。 

 
 
4.6. EU「After the new normal」 

（１）概要・目的 
"After the new normal: Scenarios for Europe in post COVID-19 world" は、EU の研

究・イノベーション（R&I）政策に戦略的背景情報を提供するため Foresight on Demand 
(FOD)の枠組みで実施されたプロジェクトである。この研究では、ポスト COVID-19
の時代に欧州社会に利益をもたらす政策の選択肢を明らかにする。そのために、危機が
長期的に欧州 R&I 政策の文脈にどのような影響を与えうるかを記述した長期シナリオ
（2040 年まで）を作成した。 
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図表 4-8 EU「After the new normal」の概要 

項目 内容 
実施期間 2020-2021 年 
予測対象年 2040 年まで 
手法  シナリオの作成 

メガトレンド、新しいシグナル、COVID-19 の長期的影響に関する研
究・フォーサイトを再検討することにより、R&I 政策の文脈に影響を与
える主要な要因を特定した。 
 対話型のスコーピングワークショップ 

要因とその長期的展開の可能性を詳細に検討するため WS を行った。 
 シナリオスプリントワークショップ 
さらに、多様な背景を持つ者が参加したで、本格的なシナリオへと発展

させた。 
関与者 専門家、市民 
手法 ○ 文献調査 
 ○ 専門家パネル検討 
  専門家以外パネル検討 
  スキャニング／トレンド分析 
 ○ ワークショップ 
 ○ シナリオ 
 ○ デルファイ 
  SWOT 
  インタビュー 
  その他 
出典・参考 講演資料、フラウンホーファーISI ウェブサイト 

 

（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
 シナリオの作成には、確立されたメガトレンド、新しいシグナル、COVID-19 の

長期的影響に関する研究・フォーサイトを再検討することにより、研究・イノベ
ーション政策の文脈に影響を与える主要な要因を特定した。要因とその長期的な
展開の可能性を詳細に検討するため、対話型のスコーピングワークショップを行
った。さらに、多様な背景を持つ参加者が参加した 2 つのシナリオスプリントワ
ークショップで、本格的なシナリオへと発展させた。 

 シナリオから、研究・イノベーション政策をめぐる潜在的な展開について記述し
たステートメントを導き出した。これらのシナリオは、起こりうる事象の可能性
と重要性を評価するデルファイ調査のために作成された。最後のワークショップ
では、欧州委員会のスタッフと外部の研究・イノベーション政策の専門家が、ロ
バストな政策オプションについて考えるために質的検討を加える検討を行った。 

➁新規性 
 シナリオスプリントワークショップでは、創造的な視点を持って異なる経路の可
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能性が探究された。異なる前提、異なる代替案を置き、2040 年に向けて、どのよ
うなシナリオがあるかを検討した。 

 シナリオ検討にあたっては、欧州委員会の中のネットワークからも参加があり、
共に共創のプロセスに取り組んだ。 

 
 
4.7. EU「Stories from 2050」 

（１）概要・目的 
将来を探索するための手段としてのストーリー・ナラティブへの注目が高まっている。

ストーリー・ナラティブは、将来起こりうる出来事に備え、不確実な状況から代替的な
結果を想像し、リスクと機会を評価し、また最終的には未来を形作るのに役立つ、フォ
ーサイトの有用なツールである。 
欧州委員会及び欧州環境庁（EEA）などの機関は、ありうる未来（Plausible futures）

としての参照シナリオ（Reference scenarios）を作成しているが、これらは主には科学
者、産業界、政策担当者などの’エリート’の意見が反映されたものである。将来の不確
実性や不安定性を前提とすると、既成の’エリート’を超えたコミュニティを巻き込んで、
よりラディカルなストーリー・ナラティブを作成することで、将来の規範的シナリオを
見直し、持続可能な将来についてより創造的な方法で理解し追求することができる。 
現在の視点からのみ作成されたシナリオに依存すると、将来に対する誤った安心感を

与えたり、将来に対する備えが不十分になったりしかねない。将来については常に予測
不可能で不確実であるが、だからこそ、ストーリー・ナラティブにより、普段の考えを
超えて、想像力を開放するための空間を作る必要がある。また、まだ認識されていない
が潜在的にインパクトのあるナラティブや心象が特に重要である。これらがこれまで過
小評価されてきた未来の課題や機会、成功や失敗の帰結、起こりそうもないが非常にイ
ンパクトの大きい「ワイルドカード」事象の新たに発見につながることが期待できる。 
本プロジェクトでは、Clean Planet 2050のビジョンの達成、及びそのための European 

Green Deal の実施を支援するため、新たなナラティブ、既成概念にとらわれない考え
方(out of the box thinking)、論争的・対照的(controversial/contrasting)なビジョンを政
策議論に持ち込むことを目的としている。具体的には、架空の惑星での生活という極端
な想定を通じて、生命維持システムの破壊（過酷な環境への適応）、技術による新たな
能力の蓄積、他者への感情・共感・好奇心（人間であることの意味の再認識）といった
点に焦点を当てたストーリー・ナラティブ作成から示唆を得ることを目的として実施さ
れた。なお、本プロジェクトも Foresight on Demand (FOD)の枠組みの下で実施され
た。 
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図表 4-9 EU「Stories from 2050」の概要 

項目 内容 
実施期間 2021 年 
予測対象年 現在と 2050 年の過渡的な状態を対象 
手法 ワークショップを中心とする多様な参加者による未来洞察の取り組み。 

 ナラティブ（コミュニティワークショップ） 
 Causal Layered Analysis（CLA）を基にした設計 

  参加者の物語をプロジェクトチームがまとめる。 
 ストーリーライン設計（ストリーライン設計ワークショップ） 
 オンラインプラットフォームにおける意見集約 
 専門家ワークショップ〈Three Horizons ワークショップ〉 

現在と 2050 年の過渡的な状態を想像〈ヒーロー物語〉 
関与者 専門家、市民 
手法 ○ 文献調査 
 ○ 専門家パネル検討 
  専門家以外パネル検討 
 ○ スキャニング／トレンド分析 
 ○ ワークショップ 
 ○ シナリオ 
 ○ デルファイ 
  SWOT 
  インタビュー 
 ○ その他（具体的な例：ソーシャルメディア・スキャニング） 
出典・参考 講演資料、ウェブサイト 

 

（２）プロセスや手法に関する課題・示唆 
①概要 
 まず、ナラティブの作成がコミュニティワークショップにおいて市民参加で行わ

れた。参加者に地球に住めなくなったことを告げ、新しい惑星を探索する宇宙ミ
ッションを展開した。 

 ワークショップにおいて参加者の物語が作成され、プロジェクトチームがそれを
まとめた。その後ストーリーライン設計ワークショップが行われ、惑星について
の長い物語が完成された。続く専門家ワークショップ〈Three Horizons ワークシ
ョップ〉では、専門家が現在と 2050 年の過渡的な状態を想像しストーリーを作
成した。コミュニティワークショップの結果を基に、「何を変更する必要がある
か？」、「ウィークシグナルは何か？」、「希望する未来に到達するために何が必要
か？」、「何を保存する必要があるか？」、「将来のビジョンは何か？」といった点
について判断がなされ、最終的なストーリーが示された。 

➁課題 
 参加者の興味関心を持続させることが課題である。 
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③新規性 
 伝統的なアプローチでは、専門知識を欠く市民は未来を語れないと思われていた。

ナラティブの作成は通常のフォーサイトとは異なり、市民の意見を数多く抽出す
ることができる。オープンな状態でストーリーを作る作業を通じて、専門家にも
たらされるフィードバックも示唆に富んだものとなる。 

 オンラインプラットフォームを構築し、市民等からの意見集約を試みている。 
 ワークショップでの議論結果についても MURAL ボードを公開するなど、議論内

容の可視化を行っている。 
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5. 講演及び意⾒交換のまとめ 

 
先述のとおり、セミナー開催に当たって、フォーサイトの意義や⼿法、政策や社会と

の関係性などについて、世界の現状を把握することを⽬的に、事前に各発表者とディス
カッションして、講演を依頼した。そしてこれらの観点を中⼼として、セミナー講演や
その後のディスカッションを⾏ったが、多岐にわたる議論に及び、さまざまな⽰唆を得
ることができた。 

特に 1-2 回のセミナーでは、⻑期にわたるコロナ禍がフォーサイトに与えた影響につ
いて講演内容に含めていただいたこともあり、海外で取り組んでいるフォーサイト活動
において、新型コロナウィルス感染症流⾏のようなワイルドカード（不確実な将来の機
会や脅威）の扱いや、フォーサイトが政策⽴案へどのように貢献しているかなど、参考
となる事例が⽰された。 

また、3 回⽬のセミナーでは、フォーサイトにおける共創と創造性を紹介していただ
き、外挿だけでは⾒えない未来を描くための共創（多様なステークホルダー参加）や創
造性（想像⼒やストーリーテリング等）を活⽤する上の課題等への⽰唆が⽰された。 

以下に特に参考となるディスカッションの内容をまとめ、今後のフォーサイト活動に
参考となる観点についてまとめる。 
 
5.1 COVID-19 がフォーサイト活動に与えた影響 

すべての発表者から、コロナ禍によって⾏動が制限されたことから、多くのプロジェ
クトの遅延が指摘された。コロナ禍によるフォーサイトの影響については、流⾏収束後
のフォーサイト活動に向けた準備状況について、以下に⽰すような説明があった。継続
的・定常的なフォーサイト活動の経験と資産が適時の対応を可能にしたと考えられ、フ
ォーサイトの重要性が改めて認識された。 
- ロシアの事例では、COVID-19 が社会の発展に与える影響やデジタル経済に与え

る影響の分析が開始された。エジプトの事例では、エネルギー、輸送、ICT、産業、
⾼等教育などの分野を対象として、COVID-19 後のエジプトの未来像に関する研
究が開始された。タイの事例では、COVID-19 感染状況及び経済状況からケース設
定を⾏ったシナリオが作成され、公衆衛⽣・社会・経済・教育の視点から検討が⾏
われた。欧州の事例では、2040 年を視野に⼊れた COVID-19 後シナリオを短期間
で作成するプロジェクトが実施された。 

- ワイルドカード、ウィークシグナル、ホライズン・スキャニングなど、変化の兆候
を把握し備える取り組み重視の⽅向性が⾒られた。 

- 内容に関しては、経済発展や GDP の追求という旧来の⽅向性ではなく、バイオエ
コノミーや循環経済など、地球規模課題の解決や持続可能な発展を追求する⽅向性
が注⽬されるようになった。 
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5.2 改めて、フォーサイトが今なぜ必要か 

世界的に、フォーサイト活動が爆発的に増えていて、技術的な可能性や新たなツール
の利用が拡大しつつある。また新たなアクターの参入や複数のコミュニティが生まれ、
フォーサイトの担い手・ネットワークが拡大している。政府機関だけでなく民間でもフ
ォーサイト活動は盛んであり、今後、フォーサイトの一部は企業に任せていく必要もで
てくるだろう。 
フォーサイトの意義について、多くの観点からの指摘があった。フォーサイト活動に

より、将来に対する複数のイメージを持つことが重要である。例えば想定とは異なる社
会が到来したときにどうなるか、複数のイメージを持っていれば、何をすべきか見えて
くる。将来を考えないと思考麻痺した状態になり、変化を見失う可能性がある。 
将来を予測するのではなく、つくっていくという視点が重要である。現在の意思決定

が、将来の方向を左右している。将来に対する恐れよりも、楽しみながら将来のイメー
ジを作り、現在何をすべきかを考える。これを実践することにより、将来に対してのエ
ンパワーメントにつながる。また、小規模なレベルでは、ある特定の機関のためにフォ
ーサイトを実施して、組織を変革させることもできる。 
将来について考えることは限られた人だけのものではない。将来の問題は、人生の問

題として、誰もが個々人として考えていくべきであり、フォーサイトのスキルは個人も
備えるべきである。学校教育では歴史は教えるが将来への考え方は教えていない。将来
について皆が考え、お互いにエンパワーしていく必要がある。 
一方で、例えば気候変動の問題など、昔から指摘されてきた問題がまた新たな問題と

なっている。これはフォーサイトの結果が活用されてこなかったことを示している。未
来に関しての対話だけでは不十分で、定期的かつ継続的にフォーサイト活動を行い、意
義を高めていく必要がある。 

 
 
5.3 フォーサイトの手法について 

5.3.1 誰がフォーサイトに参加すべきか 
フォーサイトに参加すると、個々人が未来を創ることに関心を持つことにつながる。

フォーサイトのどのプロセスにおいても、いろいろな形で様々なアクターを関与させる
ことができる。共創により、参加者の多様性が増し、より多くの人たちからより多くの
視点・アイディアを導入することができる。 
しかし、目的によって誰を招待するか、誰が対応するか、誰を特定するかは実際難し

い。性別、年齢構成、セクター等のバランスを図るが、ワークショップの目的ごとに設
計する。企業、市民、NPO や、特定の専門家を招くこともあるが、場合によっては、
ジェネラリストも必要である。専門家も共創プロセスに参加することで、観点・観方が
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変わっていくことにも意義がある。様々な分野とオープンにつながっていくことが重要
であり、新たな視点やイノベーションを起こすためには、アーティストやデザイナーと
いった、これまであまり参加していない分野の視点を入れていくことも重要である。 
一方で、ステークホルダーの関与における課題についても議論された。フォーサイト

活動への参加者は増えているが、他方、フォーサイト活動に時間を割けなかったり、関
心を持たなかったり、プロセスにコミットすることを義務感でやっている人も多く、
人々にどのように関心をもってもらうかは引き続き課題である。様々なステークホルダ
ーとコミュニケーションをとりプロセスに乗ってもらうこと、活動を継続することで関
心を喚起していくことは重要であるが、対象が参加者であれ意思決定者であれ、積極的
な関与を維持するのは、実際には非常に難しい問題である。また今後のフォーサイト活
動はよりオンライン、バーチャルの世界を活用したものになっていくが、多くの非オン
ライン人口を対話の場から失う可能性があることも意識する必要がある。 
また、多様なステークホルダーとの議論においては、（時には受け入れがたい）様々

な発言がある可能性がある。議論を徹底的に行い、自分とは異なる意見であっても受け
入れていくこと、特に議論における透明性やオープンネスを確保していくことが重要で
ある。多様な関係者間の将来の共通項を探すことが大切である。 
様々な国が関与して議論する場合などは、仲介的なプロセスが必要である。教育も重

要である。フォーサイト研究に関する修士号を設けている大学もあり、人材育成が進み、
よりコミュニティが広がるであろう。 
公的機関の世界的なネットワークとして、OECD Government Foresight Community、

EC の Horizon Europe Foresight Network、UNESCO を中心としたネットワークなどが
ある。また民間では、オンライン上の国際的なコミュニティとして、フューチャリスト
のネットワーク（Futures Space）をつくり、現在 80 か国以上、500 以上の都市に住む
1,100 以上の人が参加している。これ以外にも世界では様々なネットワークが築かれつ
つあるが、複数のネットワークが同じことをするのは非効率であり、ネットワーク間で
の調整をしていくことも今後必要となってくるであろう。 

 
5.3.2 手法 
新たなフォーサイト手法の中で特徴的なものとして、ビッグデータ等の分析ツールの

活用、及び様々なアクターによる議論設計（ワークショップ設計）等が挙げられる。 
 
AI やビックデータ等の活用 
ビッグデータ分析ツールとして、ロシア HSE が開発した iFORA システムがあり、こ

れは将来の研究領域探索のためのインフラで、多言語に対応した 500 百万以上の文書
のデータベースである。人工知能を搭載し、科学技術に関連する様々な問題を分析する
とともに、主要トレンド、主要市場を、将来の教育スキルなどを特定することができる。 
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また、上海ではマルチデータ自動抽出・分析システムを開発し、多様なデータ（政策
文書、論文、ソーシャルメディア、経済情報等）を活用した分析により、ホットテクノ
ロジーの特定や追跡、競争力評価、機関間の関係性分析、キープレーヤーの探索などを
行うことができる。 

AI やビックデータを活用することで、新たなものの見方を得たり、過去から現在に
至る歴史の洞察やリスク・かく乱要因等を見ていったりなど、将来予測の可能性は広が
る。このようにビックデータや AI を用いて分析をしていくスキルは必要であるが、す
べてがビックデータや AI で分析できはない。AI 等での分析を行う前に、対象としてい
る課題についてしっかりと理解をすることが重要であり、人間の専門家がクリエイティ
ビティを持ち関与していく必要がある。それがビックデータのノイズを排除し、より高
精度な分析にもつながる。 
このように多くのエビデンスをもとに様々な分析ができるようになってきているこ

とから、今までのデルファイやシナリオといった手法に生かすことができるであろう。 
 
共創・創造性を活かすアプローチ 

CIMULACT(欧州)では、市民によるビジョンの策定、社会ニーズの特定、社会ニー
ズに基づく研究プログラムのシナリオ作成等を行い、研究プログラムをオープンな環境
で議論し、優先付けを行っている。議論の素材を知ってもらうための展示会等も行われ
た。また、Stories from 2050(欧州)では市民の関与により、クリエイティブな視点を持
つシナリオ検討を行った。より広い参画の方法として、オンラインのプラットフォーム
の活用、参加者自身のストーリー作成などが試みられた。このように、ワークショップ
形式のフォーサイトも増えている。 
その他、現在からの外挿だけでは見えない未来を描くために、過去に達成したことを

書きだし、その紙を破り、一から将来を検討したり、地球外への惑星探索といった極端
な状況を想定した議論を行ったりするなど、人々が未来に対して持つ見方を大きく変え
るようなフューチャーデザインも実施されている。 
 
その他 
日本が長年実施しているデルファイ調査に関して、講演者からは「技術予測には有用

なツールであり、継続して実施していることから実現時期や実現しなかった理由なども
測定でき、大変参考になる」という意見もあり、実際日本を参考にデルファイ調査を行
っているという説明もあった。このように伝統的なアプローチとして引き続き有益では
あるものの、5、結果の解析においては幾つかの課題がある。継続的な参加を維持する
ことが難しい点や、専門家は自分の専門分野の技術は重要であると考えがちであり、こ
のような課題を認識し、デルファイ法を改善していくことが必要である。 
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5.4 政策や社会との関係 

5.4.1 政策へのインパクトをどのように高めるか 
フォーサイトの結果を政策立案者や企業に一方的に提供しても、必ずしも活用される

わけではなく、政策へのインパクトを高めるためには、利害関係者とのコミュニケーシ
ョンがまず大切である。特に、政策を動かすステークホルダーを関与させることが必要
である。フォーサイトのすべてのプロセスの中でコミュニケーションを図ることが重要
であるが、初期段階のプロセスにおいて社会のニーズがわかると、フォーサイト研究で
もより的確に指摘することができる。 

 
今回の講演からは、政策との関係性や、政府関係者との距離感については様々である

事例が紹介された。ロシアでは大学研究機関が行ったフォーサイト事例が紹介されてい
るが、ロシア連邦の国家戦略に位置付けられており、ハイレベルな政策担当者が関与し
ている。エジプトの場合、首相直属の未来研究センターがフォーサイトを行っており、
政策形成に直接組み込まれているといえる。タイの事例では、政策担当部局が主体とし
て行ったプロジェクトが紹介された。上海の事例については、上海市の研究所によるプ
ロジェクトであるが、政府の科学技術部門へプロジェクトを提案する役割を持ち、受け
入れられた時点で、テクノロジー・ロードマップを作成するなどの関係を持っている。
欧州では、欧州委員会の助成による研究プロジェクトや、ドイツ省庁が実施主体となる
フォーサイトの事例が紹介された。欧州委員会においては、フォーサイトに対して多く
の関心が集まっており、フォーサイトの結果をオープンで取り入れる姿勢が出てきてい
て、実際活用され始めている。プロジェクト報告書の序言を、欧州委員会の委員が執筆
するなど、多くの政策関係者が直接関わり、欧州委員会にとっての重要性を示していく
ことも効果的である。 

 
いずれの事例からも、クライアントのニーズを理解することが重要であることが示さ

れた。クライアントの未来に対する問いは何か、未来について何を知りたいかを明確に
することが重要である。 
国家的な政策であれば、政策策定に経験がある人や科学技術コミュニティに地位があ

る人などがフォーサイト活動の擁護者になることが重要である。そうすれば他の重要な
地位にある人を巻き込むことができフォーサイト結果が政策に利用されるようになる。 
新しい情報を政策立案者に提供し、視野を広げてもらうことも大切である。報告書を

作成し、政策立案者に見せることで十分だとの意見もあるが、もっと初期段階から関与
させることで、政策ニーズを反映させることが重要である。 
一方、意思決定者や研究機関には、フォーサイトへの抵抗感がある場合もある。エジ

プトでは、オンライン・オフラインあわせてフォーサイトに対する認識を高めるための
トレーニングを行った。大統領、高等教育・科学研究大臣からのサポートもあり、フォ



97 

ーサイトに対する政策決定者の文化が変わりつつあることが紹介された。 
 
5.4.2 市民参加によるフォーサイトの取り組み 
伝統的なアプローチでは、専門的知識を欠く市民は将来について語ることができない

と思われていた。しかし、共創と創造性を活かしたワークショップに市民を参加させる
と、普通と違うインプット方法によってオリジナルな意見が出てくる。数百のシナリオ
が出てくるので、政策立案者にとっても興味深いものとなる。全てのステークホルダー
が大切であるが、意思決定の最初の段階にさまざまなステークホルダーを関与させるこ
とが重要である。一方で、非常に多くの人が議論すると、最終的に分析不可能になる可
能性もある。参加の方法論とともに、何を達成したいのか、そもそもの目的を明確にす
ることが重要である。 

Stories from 2050（欧州）の参加者は、将来について考えたい人をキャンペーンで募
った。欧州以外からも多く参加し、興味深い参加者として米国の先住民がいたが、自然
に関する洞察に富んだ知識を持っていた。この時に明確となったが、実は政策担当者も、
普段聞くことが難しい意見を持つ参加者からの声を聴きたいと思っていることが分か
った。またドイツハイテク戦略では、政府が実施者となり市民ワークショップを開催し
た。このフォーサイトの結果は政策の次のステップにつながっているが、政策に戻すパ
スをあらかじめ設計していたことが肝要であった。 

 
社会からの参加を継続させるためには、長期のプロセスとしてプラットフォームを作

り、社会とやりとりをすることも重要である。プラットフォームに参加してもらい、イ
ンプットしてもらい共創の場を創っていく。また、人々にとって、何が重要で何がもは
や重要でないかについては、どんどん変わっていくため、ソーシャルネットワークを使
った分析も行いながら、どのように市民をフォーサイト活動に連携させるか検討してい
くことが重要である。 
一方で、市民の関与においては、時間制約や情報過多の問題が課題である。多くの情

報をインプットする必要がある場合は、展示会方式も有効である。 
 

5.4.3 どのように伝えるか 
欧州委員会では、フォーサイトの結果を国民に伝える会議、パブリックコメントを行

っている。政府や一般国民が我々の研究にアクセスできるようにしている。 
フォーサイトの結果が政策形成に活用されるためには、成果を手渡しするだけでは十

分ではない。組織の中とつながり、そして、誰に成果を届けるかが重要である。政策決
定者に対しては、フォーサイトグループに入ってもらうように働きかけることが大切で
ある。ハイレベルの政策決定者への対応では、直接話をすることが重要である。特に政
策決定者との議論や材料の提供は、先方にとっても有益なことから感謝される。 
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また、フォーサイト結果を解釈し、翻訳し、政策決定者・政治家が理解できる言葉で
語ることが大切である。出来上がったシナリオなど、フォーサイトの結果が、クライア
ントにとって何を意味するのか、クライアントとともに行い、腹落ちさせることが重要
である。やり方として、政策立案者に多くの選択肢を出すのではなく、それぞれのシナ
リオの次元を説明し、例えば公衆衛生・社会・経済・教育の次元で何が起こりうるかを
示すという方法もありうる。ストーリーを語り、主要な洞察を語れば、彼ら・彼女らの
関心を引いて、もっと情報を受け取りたいと思うようになるかもしれない。 
フォーサイトの終了段階では、メディアの関与が大切である。メディアと社会の反応

は意思決定に影響を及ぼす。フォーサイトを継続させる上でもコミュニケーションは大
切である。マスメディアだけでなく、SNS も重視すべきである。 
 
 
5.5 これからのフォーサイトの取り組み 

 上記に記した問題に加えて、これからのフォーサイト活動においては、どのようなこ
とに留意して取組んでいくべきか。 
コロナ禍で明らかになったように、将来何が起きうるかをできるだけ幅広に事前に推

測し、緊急時の対策を考える能力を持つことがフォーサイトの役割として非常に重要で
ある。これは一方で、問題が大きすぎて放置され続けている問題について改めて認識す
ることにもつながる。このためには、マイナスだけでなく良い兆候もあわせて、社会的
な情報を入手・分析するホライズン・スキャニングを日常的に行うことが重要である。
例えばロシアでは、毎日のようにホライズン・スキャニングを担当する者がいる。 
さらに、科学技術の社会実装のプロセスを見通すためには、社会ニーズを分析するこ

とにも意義がある。社会的ニーズがあるからこそ資金が動き、産業での活用や生活の改
善につながる。特に応用研究の今後の動向については、社会的なニーズや緊急性がある
かについて観察をしていくことが重要である。 
また追求すべき社会将来像として、GDP 成長というこれまでのやり方を目標とし続

けていくことはできない。タイの事例では、バイオエコノミー、循環経済への転換をタ
ーゲットとした取組みが紹介された。社会一般、産業に草の根レベルで、このモデルを
普及・適用することが、社会全体の生産性をあげていく鍵となる。タイでは同時に、貧
困撲滅のため、所得レベル分析を行い所得向上政策の立案につなげている。EU の事例
では、欧州 Green Deal の前提としての Clean Planet 2050 や、持続可能な将来社会と
いうビジョンに向けたフォーサイトの活動などが紹介された。 
先端技術の把握・特定については、できるだけ多くの情報・機会を利用することが重

要となる。上海の事例では、STI の情報を集め、6-7 程度の基本的な調査研究を行い、
先行研究も踏まえて、具体的な技術を選定する。その際、地域の情報（例えば上海にお
けるキーテクノロジーの研究段階）や、中央（北京）の研究者の意見も聞いて、技術の
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スクリーニングをする。上海の現状を踏まえた上で、分野ごとにどの技術をキーテクノ
ロジーとするか決める。対象とする技術の数ではなく、技術を選ぶまでの議論の進展が
重要である。10 年前は 500 人程度であったが、現在は 300-400 名程度の研究者を対象
として情報を収集している。特定の研究分野を定める場合は、20-50 名程度の規模とな
る。 
フォーサイトの手法として、今後は、オフラインで行われてきたフォーサイト活動のオ

ンライン化が進むことが想定される。参加者間の議論の構造化のため、ファシリテーション
が、これまで以上により重要となる。タスクの特性に応じてオンラインとオフラインのハイ
ブリッド、あるいはブレンド型が増えていくだろう。 
フォーサイトは、芸術であり、サイエンスでもある。ハードな側だけでなく、クリエ

イティビティのようなソフトな面も強調すべきである。科学技術のみならず、芸術、文
化、美意識等の観点も組み合わせて、将来をデザインすることは大切である。特に日本
においては、カラフルな文化を強みとして、フォーサイトに活かしていくべきである。 

 
先述のように、フォーサイト活動は爆発的に増え、関与するアクター・ネットワークが拡

大している。同時に、ビックデータ・AI を使った方法論の進展や、市民や多様なステーク
ホルダーと共創する取組み、それから現在からの外挿だけでは見えない未来を描くための
創造的手法など、新たな可能性が拡大している。政策へのインパクトを高める方法や、伝統
的なアプローチでは将来について語ることができないと思われていた市民の巻き込みにつ
いては、今回紹介した国・地域において、いまだ多くの課題はあるものの、試行錯誤のなか
取り組まれていることがわかった。NISTEP では従来、専門家を中心としたフォーサイト活
動を行ってきているが、各国・地域の上述の経験も踏まえながら、国内外の幅広いコミュニ
ティ形成やネットワーク構築とともに、新たな可能性を探索していくことが重要である。 

 
 

5.6 まとめ 

フォーサイトは、世界で多くの国や機関が政策決定のツールと活用しており、今回の
6 講演を通じてその現状が紹介された。いずれも目的や予算によって実施規模や方法が
異なるが、将来に対する複数のイメージを持つことの重要性が挙げられ、より多くのス
テークホルダーを巻き込んで議論することが共通して必要とされた。そのため、フォー
サイトの実施に際しては主体者のみならず、政策決定者を含めて調査の詳細を決め、得
られた結果を政策議論に提供できるようなパスも予め設計しておくことが有用とされ
た。 
また市民の参加に関しては、今後もますます重要性が高まるとされ、共創と創造性を

活かしたワークショップ設計や目的に沿った方法論の検討、時間制約のある中での議論
方法の検討、情報過多にならない適切な情報の提供・活用方法の検討などが必要とされ
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た。 
さらに、フォーサイト活動を支える多種多様なデータは俯瞰的に収集し、よりよい分

析ツールの活用や、フォーサイトに関する教育、そして世界的フォーサイトネットワー
ク構築の重要性が指摘された。 
また、日本が長年実施しているデルファイ調査に関して、講演者からは「技術予測に

は有用なツールであり、継続して実施していることから実現時期や実現しなかった理由
なども測定でき、大変参考になる」という意見もあり、実際日本を参考にデルファイ調
査を行てっているという説明もあった。  

 
フォーサイトを通じて未来に関するデータを収集できることから、エビデンスベース

の施策検討には有効かつ必要な活動であり、また、フォーサイトに参加することにより
皆で未来を創るということに関心が高まり、政府のみならず、研究機関などでも今後も
活発に実施されるであろう、という意見が共通して出された。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編（講演資料） 
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